
履歴

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

矢野 孝義

一級建築士

登録第242755号

管理建築士

総合設計株式
会社

アスカ・村林特定建築設計共同企業体
完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

日付

村林建築設計事務所

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

A1  NON
A3  NON

構-01

-- --

認定番号　MSTL-

スランプ

□

新 構造設計特記仕様 その１
(施工方法等計画書）

JIS G 3350

大臣認定品

JIS G 3136

JIS G 3136

JIS G 3101

JIS G 3106

JIS G 3465

JIS Z

大臣認定番号（　　　　　　　)

大臣認定番号（　　　　　　　)

(JIS B1180) M M □ 4.8(4T) □ □

M L= mm

M L= mm

M L= mm

（JIS B 1221）

φ＝　　　 　Ｌ＝　　　mm　    使用箇所(　　　　 □小梁)□大梁□柱
□小梁)□柱

(JIS B 1198) 

適 用 箇 所 比　　重
備　　考階 部　位

設計基準強度 品質基準強度 

 Fc=N/mm2  Fq=N/mm2 

cm

（ｽﾗﾝﾌﾟﾌﾛｰ）  γ=KN/mm2 

(1) 鉄骨工事は指示のない限り下記による

個％個％個％□示温塗料塗布

□硬さ試験 個％個％個％

個％個％

外観検査 (※)

内質検査

外観検査 (※)

(突合せ溶接)

備　　考

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した検査会社をいう。

超音波探傷試験

マクロ試験・その他

第三者検査機関名

□完全溶込み溶接部

□

工事監理者工場自主検査

100

100

30

個 個

第三者受入検査

個％ 個％

検査率又は検査数

個

検 査 方 法検 査 箇 所

個％

個％

（都知事登録　　　　　　号）

注1) 現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100％行うこと

注2) 知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること

(5) 接合部の検査

□溶接部の検査(検査結果は工事監理者に報告すること)

(4) 接合部の溶接は下記によること

(3)

□製品検査 □□現寸検査 □建方検査

工事監理者が行う検査項目

(2)

□施工計画書□工作図□製作要領書

□頭付スタッドボルト□特殊ボルト□高力ボルト□鋼材

※一社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート

□□

工事監理者の承認を必要とするもの

□ 高力ボルトの検査(検査結果は後日 工事監理者に報告すること)

□ 否□ 要 □ 否□ 要高力ボルトすべり係数試験

□　一次締め後マーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。

□ トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。

(6) 防錆塗装

□ 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。錆止め

ペイントは、 □JIS K 5621、□JIS K 5625、□JIS K 5674、□　　　　　（フォースター　F☆☆☆☆）

を使用し、２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

□ 現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止め

ペイントを使用し、２回塗りとする。

(7) 耐火被覆の材料

□

軸力導入試験

1.　本仕様の適用範囲

2． 建築物の構造内容

3． 使用建築材料表・使用構造材料一覧表

4． 地　　盤 6． 鉄骨工事

5． 地業工事

7． 設備関係

設計図書および仕様書の優先順位は以下による。

③標準図（鉄筋コンクリート構造配筋標準図など）

②設計図（伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など）

①特記仕様

④建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等

本特記仕様および配筋票準図は、設計基準強度が　18　N/ｍ㎡以上　60　N/ｍ㎡以下の

コンクリートと、JIS　G　3112に規定するSD295A、SD295B、SD345、SD390およびSD490の鉄筋

コンクリート用棒鋼を用いる高さが　60m　以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造等建築物の

設計及び工事に適用する。

※修正箇所は下線を引くこと

適用は

□ 柱
□ 梁

□ 壁
□ 床版

□ 
□ 

□ 柱
□ 

□ 梁 □ 壁
□ 床版□ 
□ 柱

□ 
□ 梁 □ 壁

□ 床版□ 
□ 柱

□ 
□ 梁 □ 壁

□ 床版□ 
□ 柱

□ 
□ 梁 □ 壁

□ 床版□ 
□ 柱

□ 
□ 梁 □ 壁

□ 床版□ 
□ 床版
□ 基礎□ 地中梁

□ 

□ □ 

土間コンクリート

捨てコンクリート

□ 

□ 
□ 普通ポルトランドセメント
□ 低熱ポルトランドセメント

□ 中庸熱ポルトランドセメント
□ 

細骨材の種類

粗骨材の種類

※本仕様適用外

※本仕様適用外

セメントの種類

□砂 □山砂 □砕砂 □

□□砂利 □砕石 □

水の区分 □□水道水 □地下水 □工業用水

材齢（□28日　　□56日　　□91日　　□　　　）

養生（□標準　　□現場水中　　□現場封かん　　□　　　）

構造体コンクリート強度を

保証する材齢

単位水量 □185㎏/ｍ　以下3 3□175㎏/ｍ　以下 □
3単位セメント量

混和材 □AE減水材

□270㎏/ｍ　以上 □

□高性能減水材 □

□□

空気量 □4.5％以下 □3.0％以下

塩化物量

水セメント比

3□0.3㎏/ｍ　以下

□ 65％以下 □ 50％以下

□ □

□

□

□Ａ種  □B種  □C種 厚□１００  □１２０  □１５０  □１９０ 使用箇所(□     □      )

種　　類 使 用 箇 所鉄　　筋 備　　考

(JIS G 3112) 

異 形 鉄 筋

高強度せん断補強筋

(JIS G 3551)
溶 接 金 網

□SS400

調査項目 調査計画資料有り

標準貫入試験

物理探査

静的貫入試験

土質試験

平板載荷試験 液状化判定

ＰＳ検層現場透水試験

ボーリング調査

水平地盤反力係数の判定

試験掘(支持層の確認)

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式 ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

調査項目 資料有り 調査計画資料有り 調査計画調査項目

注) 上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。

度

深 ○調査地番

○位置図

土　質

□

□

□

□

□

○備考（土質試験の内容等）

○近隣データの調査地番と設計地番

　 とは約　    ｍの距離がある。

○孔内水位

　ＧＬ　－　　　ｍ

○支持地盤、地層及び深さに

ついてのコメント

標準貫入試験

5040 60302010値

Ｎ

(基礎・杭の位置を明記すること)

注) 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

設計支持力

ｋg/m3単位水量
ｋg/m3

スランプ
　コンクリート杭
□場所打ち

コンクリート

杭　　種 材　　料 備　考

セメント量
cm以下

N/mm2,

□アースドリル

□リバースサーキュレーション

□オールケーシング

□機械堀

□手堀

□鋼管補強杭

□拡底杭 □拡頭・拡底杭

□深礎

□

施　工　法既製杭・杭種 材　　料種　　類

施　工　法

□PHC

□PRC

□鋼管

□SC

□Ⅰ種□Ⅱ種□Ⅲ種□

□A種 □□C種□B種

□

□

鋼材□

鋼材□

コンクリート□FC85

コンクリート□FC105

□埋め込み

□打ち込み

□

□

杭仕様 □施工計画書承認 □杭施工結果報告書

試験杭 （□有・□無） 　(□打ち込み・□載荷・□孔壁測定） 本

杭径(mm) (mm) 本数 特 記 事 項

 認定

第　　　 　　　号

年　　 月　　 日

備　考

 認定

第　　　 　　　号

年　　 月　　 日

(1) 本仕様の適用範囲

(2) 仕様書等の優先順位

(1) 建築場所

(2) 工事種別

(3) 構造設計一級建築士の関与

(4) 階数

(9) 構造計算ルート

(10)一次設計時用層間変形角

(11)付帯工事

(12)特定天井

(b) 一次設計用地震力

(c) 風荷重

(d) 雪荷重

(e) 特殊の荷重及び仕上材

□

□必要としない

□　法第20条第二号（□RC造高さ　20m超　　□S造　4階建以上　　□木造高さ　13m超　　□その他　）

□新築 □増築 □改築 □

□必要

□

地下　　　　階　　　　　　地上　　　　階　　　　　塔屋　　　　階

地下　　　　階　　　　　　地上　　　　階　　　　　塔屋　　　　階

地下　　　　階　　　　　　地上　　　　階　　　　　塔屋　　　　階

Co＝ Z＝ Rt＝ K（地下）＝

地表面粗度区分 基準風速 Vo=　　　　　　m/sec

□垂直積雪量 ㎝ □設計用雪荷重

□エスカレーターkN□受水槽kN　　　　基□エレベーター

□ □ □ □

Ｙ方向ルートＸ方向ルート

Ｘ方向 Ｙ方向 1/　　　　　rad

－（　　　） －（　　　）

□擁壁 □駐輪場 □機械式駐車場 □□門塀

□有 □無

(1) コンクリート(レディーミクストコンクリート JIS Q 1001, JIS Q 1011, JIS A 5308)

□ SD295 A

□ SD295 B

□ SD345

□ SD390

□ SD490

□ 685

□ 785

□ 1275

□重ね継手

□ガス圧接継手

□溶接継手

□機械式継手

□

□機械式定着工法

□大臣認定番号

MSRB-

注1) 

注2) 各継手の使用詳細については本仕様その2の9、(2)鉄筋の項の鉄筋継手の項に■にて表示すること。

SD490をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。

種　　類 使用箇所 現場溶接 JIS規格 等

□□SSC400

溶接材料 □

□

□STKR490 □無□STKR400 □有

□BCP325 □無□BCR295 □有

□無□有

□無□SS400 □有

□無□有

□無□有

□SN400A □SN400B

□SN490B □SN490C

□SS490

□SM400A □SM490A

□無□有

□

□

1/　　　　　rad

(2) コンクリートブロック

(3) 鉄　筋

(4) 鉄　骨

(□ JIS A 5406)

(5) ボルト等

□高力ボルト

□ボルト

□アンカーボルト

□頭付スタッド

□F10T (JIS B 1186) □S10T

□溶融亜鉛めっき高力ボルト

□

(□M16 □M20 □M22 □M24 □　　　)

(□M16 □M20 □M22 □M24 □　　　)F8T

(1) 地盤調査資料と調査計画

(2) ボーリング標準貫入値、土質構成

(1) 直接基礎

(2) 地盤改良

(3) 杭基礎

□ベタ基礎 □無□有

□無□有載荷試験

試験堀□独立基礎□布基礎

kN/m2深さ GL－      m、

支持層－

□浅層混合処理工法 □深層混合処理工法 □

kN/m2深さ GL－      m、

注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」を参考とする

★ 平成27年5月1日 発行　一般社団法人　東京都建築士事務所協会 監修　東京都建築構造行政連絡会

(構造用アンカーボルト） 

□ABR400

□無□有載荷試験

□組立・開先検査

(■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること)

有　（ 敷地内 近隣 ） 無　（ 調査計画 有 無 ）

■ 印を記入する。

1

2 21 24 18

21 24 18

21 24 18
18 18 15

D10～D16 躯体全般

D19～D22

ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ

柱

内ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ

●

●

● ●

0.2

● ●

1.0 1.0

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

●

●

●

●

●

●

□無□有●

●

●● ● ● ●

●

●

●

〇

〇

〇

〇

● ●

●

●

●

●

（N/m2）

□鉄筋コンクリート造

□鉄骨鉄筋コンクリート造

□鉄骨造

（RC）

（SRC）

（S）

基礎 階～　　階

階～　　階

階～　　階

□免震建物

□制震建物

□搭状建物

□

□

□

□

□

□

構 造 種 別 該 当 階 等 架構特徴等

(5) 構造種別

(6) 主要用途

(7) 屋上付属物

(8) 設計荷重
主な積載荷重(a)

□事務所 □共同住宅 □病院 □店舗 □倉庫 □

□キュービクル    ｋＮ　 □高架水槽    ｋＮ　 □広告塔    ｋＮ　 □煙突     m

□□□□太陽光発電設備

室　　　名 床　　　用 地　震　用架　構　用

● 1

●

● Fc=

杭の先端の深さ(kN)

●

●

※

□ 鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

●

●

●

● ● ●

● ● ●

● ●

●

●

●

●

●

●□

□

□

□

□SN490B

□

□

□SN400C

□

□

□

□BCP325

□

□

□

□

□

□ 日本建築学会「ＪＡＳＳ６ 2018年版」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

□ －社） 日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針 」

□ 鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

□製作工場

□認定または登録工場(大臣認定　Ｓ　　Ｈ　　Ｍ　　Ｒ　　Ｊ　　グレード　都登録　T1　T2　T3　ランク）

□材料規格証明書   、または 試験成績書

□社内検査表

□ 平成12年建設省告示 第1464号二号イ、ロ

□ 日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

□ 日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

●

3 3

●

●

16,20 400

また、地震時の層間変形に追従できること。

5cm以上を原則とする。

□

 構造耐力上主要な部分に緊結され、安全であること。

● 給湯設備は、

平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

満水時の質量が15kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、

□ 建築設備の構造および構造体への緊結部分は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。
□ 建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。
□ 建築物に設ける 屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して

□ 煙突は 鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とする。
□ 設備配管は 地震時等の建物変形に追従できること。、また 地震力等に対して適切に支持されていること。
□ 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力に対して構造耐力上安全であること。

□ エレベーター・エスカレーターの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。

□ 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ
□ 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

8． その他

□ 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。
□ 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

□ 必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

●
●

●

●

●
●

●
●

●

施行令第129条の2の3において、下記の項目に対し、構造設計1級建築士が関与されているかどうか確認
　　　　　　*建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

梁、ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ、間柱

間柱●

長期許容支持力度支持層－ 　　 　　　

長期許容支持力度支持層－ 　　 　　　　　、

屋根、庇

屋内階段

34
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新 構造設計特記仕様（１）
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□体育館●
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RF床  900 300

2階床,ｷｬｯﾄｳｫｰｸ 3500

 650

3200 2100

3500 3200 2100

I＝

屋根、床、壁(13)

大臣認定（　　　　）特殊ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ

ALC

材　　種

□

□ボルト止め

□ロッキング

□スライド

□

□

□

厚

厚

厚形式

□床版□壁

□壁 □床版

□床版□屋根

□Pca版□ハーフPca版

押出し成形セメント版

(JIS A 5416)

仕様・構法使用箇所形式　厚　その他

●
●

●

● ●QL99-50 1.2

60

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 下地　横胴縁 □壁

●

φ＝１６　  　Ｌ＝ 100 mm      使用箇所( □大梁

●

● ●

9.00

〇

●

※現場溶接部
　第三者100％

●

□床版● □JF75

2

製作日

ファイル名

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士 2020-022

代表設計者

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

設計者

一級建築士大臣登録第177256号

村林弘章

本図(仕様書)に記載された事項は、構造関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄 構造設計一級建築士

●

1.25

JF75-10(Z12)
FP060FL-9095

● 胴縁、母屋

●

●

ｼﾙﾄ質砂等

S-16～17による

サンベース株式会社一級建築士事務所

構造設計一級建築士第9987号
一級建築士 第345781号 　　中田謙一

作図日：2021.  .
補正日：2021.  .
出力日：2021.  .

□隅肉溶接●
注）東京都の要綱に
基づき必要となる建築
物の場合に実施する

第1464号二号による
（目視及び計測）

※平成12年建設省 告示 
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30
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●
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履歴

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

矢野 孝義

一級建築士

登録第242755号

管理建築士

総合設計株式
会社

アスカ・村林特定建築設計共同企業体
完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

日付

村林建築設計事務所

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

A1  NON
A3  NON

８５％ １００％

表9.7 昭和46年建設省告示第110号（昭和63年改正建設省告示第1655号）型枠在置日数

その２

監修　東京都建築構造行政連絡会発行　一般社団法人　東京都建築士事務所協会★ 平成27年5月1日

新 構造設計特記仕様

(a) コンクリートの仕様

鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載無きは、JASS 5　2015 による。

本仕様書では、JASS 5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリ

ート」と定義し、表9.1に示す様に設計基準強度が36N/mm　以下のコンクリートについてはJASS 52

の3節～11節を適用し、36N/mm　を超えるコンクリートについてはJASS 5の17節（高強度コンクリ2

ート）適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める

調合管理強度以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示す

JIS規格外となる場合は、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。

軽量コンクリートについてはJASS 5の14節によること。

設計基準強度

JASS 5での区分

Fc 18 21 24 27 30 33 36 39 42 45 48 51 54 57 60

普通コンクリート 高強度コンクリート

表9.1

調合管理強度 2（N/mm ) 21 24 27 30 33 36 39 42 45 48 51 54 57 60 60超

21 24 27 30 33 36 42 45 60呼び強度（JIS規格品) ※

(b) 品質と施工

構造体の計画供用期間の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。

標準 長期 超長期

コンクリートはJIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認証工場の製品

とする。

設計基準強度が 36N/mm　を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、2

「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通

大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。

レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コンク

リート主任技師またはコンクリート技師、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると

認められる技術者が常駐していなければならない。

施工者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、

工事監理者の承認を得ること。

36N/mm　以下33 N/mm　以上の場合スランプ21cm以下、33N/mm　未満の場合スランプ18cm以下とし2 2 2

設計基準強度が36N/mm　超45 N/mm　未満の場合はスランプ21cm以下またはスランプフロー2 2

50cm以下、設計基準強度が45 N/mm　未満の場合はスランプ23cm以下またはスランプフロー

60cm以下とし、特記による。

2

コンクリートに含まれる塩化物質は、塩化物イオン量として0.3㎏/m 以下とする。3

コンクリートの練混ぜから打込み終了までの時間は、原則として120分を限度とする。

コンクリート打込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。

打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。

打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて3日以上とする。

(c) 調合および構造体コンクリート強度

ⅰ) 高強度コンクリート

調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記のない場合は28日とする。

構造体コンクリート強度を保証する材齢は、特記による。特記のない場合は91日とする。

コンクリート圧縮強度(N/mm )に応じた仕様書の使い分け2

※印は規格外

コンクリート(1)

ⅱ) 普通コンクリート

調合を定めるための基準とする材齢は、原則として、28日とする。

構造体コンクリート強度は表9.3を満足すれば合格とする。

表9.3 構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準

供試体の養生方法 試験材齢 判定基準
（1）

標準養生
（2）

コ　　ア

28 日

91 日

X ≧ F

X ≧ F

m

q

ただし、X :1回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均値 2( N/mm  )

F m :コンクリートの調合管理強度

F q :コンクリートの品質基準強度

( N/mm  )2

( N/mm  )2

［注］（1）

（2）

早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。

工事監理者の承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10℃の日光および風が直接当たらない

箇所で、乾燥しないように養生して保管することができる。

標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。※

その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温が20℃以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度

の平均値が調合管理強度以上であり、平均気温が20℃未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度

の平均値から 3N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。2

※ コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。

その場合の判定基準は材齢28日を超え91日以内のn日において3個の供試体の圧縮強度の平均値

から 3N/mm を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。2

調合管理強度は、以下による。

 H F　= F +  Sm m n ( N/mm  )2

m

F

F

Sm n

( N/mm  )2

q

q

:コンクリートの調合管理強度

:コンクリートの品質基準強度

( N/mm  )2

標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度と構造体コンクリートの n　日に

おける圧縮強度の差による構造体強度補正値 ( N/mm  )2

調合強度は標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を

調満足するように定める。調合強度を定める材齢 m 日は、原則として 28 日とする。

 F　≧ F +  1.73σ

F　≧ 0.85　F +  3σm

F
2

m ( N/mm  )2

( N/mm  )2

:コンクリートの調合強度

σ :使用するコンクリートの圧縮強度の標準偏差

方の値とする。

(d) 検査

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（一財）国土開発技術センター

の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと

に撮影した写真（カラー）を保管し、工事管理者の承認を得る。測定検査の回数は、通常の場合

１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、その

平均値を試験値とする。

スランプの許容差は普通コンクリートの場合、スランプが 8cm以上18cm以下の場合±2.5cm、

21cmの場合±1.5cm（呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2cm）とする。

高強度コンクリートの場合は、スランプが18cm以下の場合±2.5cm、21cm以上の場合±2cmとし、

スランプフローの許容差は、目標スランプフローが50cm以下の時は±7.5cm、50cmを超える時

は±10cmとする。

使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体を用い
3て材齢28日で行い、１回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ150m　またはその端数

ごとに３個の供試体を用いて行う。３回の試験で１検査ロットを構成する。

高強度コンクリートでは、打込み日かつ300m　ごとに検査ロットを構成して行う。１検査ロット3

における試験回数は３回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の３台のトラックアジテータ

から採取した合計９個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法

構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと、

かつ150m　またはその端数ごとに１回行う。１回の試験には適当な間隔をおいた３台の運搬車3

から１個ずつ採取した合計３個の供試体を用いる。
3高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区かつ300m　ごとに行う。検査には適当な間隔を

をあけた任意の３台のトラックアジテータから採取した合計９個の供試体を用いる。検査に用いる

供試体の養生養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。

使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、JASS 5による。

構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、(C)調合および構造体コンクリート強度による。

コンクリートの試験は、「建築物の工事における試験および検査に関する東京都取扱要綱」

第４条の試験機関で行うこと。

試験・検査機関名

代行業者名

代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。

（都知事登録　　　　　　　号）

（登録番号　　　　　　　　号）

鉄　筋(2)

を用いる。

者に提出し、承認を受ける。

圧接技量資格者は、(公社)日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理 

の承認を受ける。

書」による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者

覆いなどの設備をした場合には、工事監理者の承認を得て作業を行うことができる。 

ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし風除け・ 

（都知事登録　　　　　　　号）試験・検査機関名

鉄筋の継手の試験・検査は、「要綱」第４条の試験機関、又は第８条の検査機関で行うこと。

圧接箇所で 200箇所程度とする。）

も併用し、１回の引張試験は 5本以上とする。（ 1ロットは同一作業班が同一日中に作業した

ガス圧接部分の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験

各継手工法ごとの検査は平12建告1463号による他、具体的な検査方法は、（公社）日本鉄筋

継手部の検査方法

(b) 検査

(1) 引張力最小部位

継手の位置等の設計条件による使用・等級

SA級

(注)
(2) (1)以外の部位

B 級A 級

鉄筋継手工法

標準図による

鉄筋の径 使用箇所

使用箇所を定め特記による。

構造配筋基準図(1)～(3)」による。

鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「新　鉄筋コンクリート

格子はJIS G 3551（溶接金網および鉄筋格子） に適合するものを用いる。

鉄筋はJIS G 3112（鉄筋コンクリート用棒鋼） に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋

施工(a)

高強度せん断補強鉄筋は、技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。

コンクリート構造体に誘発目地・施工目地などを設ける場合は、建築基準法施行令第79条に規定

する数値を満足し、構造耐力上必要な断面寸法を確保し、防水上および耐久性上有効な措置を

確保されるように、部位・部材ごとに定めるものとし、表9.6以上の値とする。

最小かぶり厚さは、表9.6に規定する設計かぶり厚さを10mm減じた値とする。

講じれば上記によらなくても良い。

(3) かぶり厚さ

(4) 型　枠

※修正箇所は下線を引くこと

フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が

C

構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するものとする。

① 標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において

調合管理強度以上とする。

② 構造体温度養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において

設計基準強度に3N/mm 加えた値以上とする。2

調合管理強度は、以下による。

 H F　= F +  Sm C m n ( N/mm  )2

H m

FC

:高強度コンクリートの調合管理強度F

:コンクリートの設計基準強度

Sm n :高強度コンクリートの構造体強度補正値で JASS5 による。

( N/mm  )2

( N/mm  )2

 H F　≧ F +  1.73σH

H F　≧ 0.85　F +  3σH m H

:高強度コンクリートの調合強度H F

σ H :高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差

( N/mm  )2

( N/mm  )2

コンクリート工場の実績による。実績がない場合は、0.1  （ F +  S　）C m n とする。

( N/mm  )2

( N/mm  )2

で、レディーミクスト

調合管理強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するように定める。

鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と

( N/mm  )2

( N/mm  ) で、レディミクストコンク

2.5N/mm2 、または m0.1F の大きいリート工場の実績による。実績のない場合は、

は標準養生とする。

鉄筋の継手表9.4

使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書2007）』によって検討した部材の条件・仕様によること。

日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手

(1) 以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、(注)

機械式継手および圧接継手および溶接継手は(公社)日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様

機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物

継手協会の仕様書を参照のこと。

継手の検査表9.5

％ 個

％ 個％ 個

％

％

％

機 械 式

溶 接

3

2

1 ガス圧接 ％ 個％ 個

超音波探傷試験引 張 試 験外観検査継手方法

■有

■有

■有

□有 □無

□無□有

□有 □無

□無□有

□無□有

50

504040

4040

30

30

5050 4040

要求する部材

構造部材と同等の耐久性を

床スラブ・屋根スラブ

柱・梁・耐力壁
構造部材

(2)屋 外屋 内(2)屋 外屋 内

標準・長期 超長期

部材の種類

構造体の計画共用期間の級

設計かぶり厚さ (単位：ｍｍ)表9.6

非構造部材
計画共用期間中に維持保全

を行う部材 (1) 30 (30) (40)40

50
布基礎の立上り部分、擁壁の壁部分

直接土に接する柱・梁・壁・床および

70基礎・擁壁の基礎・底盤

注） (1) 計画共用期間の級が超長期で計画共用期間中に維持保全を行う部材では、維持保全の周期の応じて

定める。

(2) 計画共用期間の級が標準、長期および超長期で、耐久性上有効な仕上げを施す場合は、屋外側では

設計かぶり厚さを10mm減じることができる。設計かぶり厚さを10mm減じることができる。

型枠および支保工の存置期間は 昭和63年建告第1655号に基づき下表による。

位

類種

部

の種類
セメント

コンク
リート
の材令
（日）

在置期間
の平均気温

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下、梁下

15℃以上

 5℃～15℃

 5℃未満

梁下スラブ下

コンクリートの
圧縮強度

設計基準強度の ※
５.０Ｎ/mm2 設計基準強度の５０％

早強ポルト
ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント
Ａ種

Ａ種
シリカセメント

早強ポルト
ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント
Ａ種

Ａ種
シリカセメント

早強ポルト
ランドセメント ランドセメント

普通ポルト

高炉セメント
Ａ種

Ａ種
シリカセメント

早強ポルト
ランドセメント

ランドセメント
普通ポルト

５．０Ｎ/mm2

シリカセメント
Ａ種

Ａ種
高炉セメント

5

3

2 3

8

4

6

10

6

10

16

8

12

17

25

28 28

28

285

15

注）1 片持ち梁、庇、スパン9.0ｍ以上の梁下は、工事監理者の承認による。

注）2 大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

注）3 支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）4 盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）5

※

してはならない。

支柱の盛替えは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えを

注）6

行わないこと。

直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱（大梁の支柱を除く）の盛替えを

注）7 支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃

を与えないように行うこと。

適用は ■ 印を記入する。

表9.2 レディーミクストコンクリートのJIS規格品

9． 鉄筋コンクリート工事

40 50 55 55 60

□重ね継手

□圧接継手

□溶接継手

□機械式継手

□　告示1463号第 2項各号

□　告示1463号第 3項各号

□　告示1463号第 4項各号

□　D(      )以下

□　D(      )以下

□　D(      )以下

□　D(      )以下

設計かぶり厚さは、コンクリート打込み時の変形・移動などを考慮して、最小かぶり厚さが

完成した構造体の各部位における最外側鉄筋のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

JASS 5では普通コンクリートの場合計画供用期間の級が標準にあっては 5N／mm2以上、長期及び超長期の場合

は 10Ｎ/mm2以上、また高強度コンクリートの場合は 10 N／mm2以上。
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D

異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上、粗骨材の最大寸法の1.25倍以上かつ25mm のうち最も大きい値。

(1)　構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

２．鉄筋加工、かぶり

ＳＴ あばら筋・・・ 帯筋ＨＯＯＰ・・・ 

・・・ 

(2)　記号

ｄ

１．一般事項

・・・ Ｓ．ＨＯＯＰ 補強帯筋

・・・ Ｄ異形棒鋼の呼び名に用いた数値（径） 部材の成、 又は 鉄筋内法直径

中心線・・・ @ 半径間隔 ｒ・・・ ＣＬ・・・ 部材間の内法高さ部材間の内法距離 ｈ・・・ ｌ ・・・ 0 0

図
内法直径(D)

5d 以上

4d 以上

3d 以上

鉄筋の折曲げ

6d 以上

よる区分

D25以下

鉄筋の径に

D41以下

D16以下

D19～D41

D29～D41

鉄筋の種類

SD390

SD490

SD295B
SD345

SD295A

135°

90°

180°

折曲げ

90°

角度

余長 6d以上

余長 4d以上

180°

135°

90°

d

d

d

D

D

D
余長8d以上

［注］

(1) 鉄筋の折曲げ加工

(3) 鉄筋のあき

(4) 鉄筋のフック

項　　　目 符　　号 許　容　差

(mm)

各加工

寸法 (1)

主　筋
D25以下

D29以上D41以下

a、b ±　15

a、b

a、b

±　20

±　 5

±　20 L

あばら筋・帯筋・スパイラル筋

加　工　後　の　全　長

(2) 加工寸法の許容差

b

a

b

a

加工後の全長（L）主　　　筋

b

a

あばら筋・帯筋
スパイラル筋

b

a

溶接閉鎖形筋

加工後の全長（L）

（1）［注］ 各加工寸法及び加工後の全長の測り方の例を下図に示す。

do あきdo

異形鉄筋

間隔

（6）

（5）

（4）

（3）

（2）

（1）

梁

柱

SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折り曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を

dは呼び名に用いた数値とする。

支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。

折曲げ内法直径を上表の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の曲げ試験を行い

余長は4d以上とする。

片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、

スラブ筋、壁筋には、溶接金網を除いて丸鋼を使用しない。

スパイラル筋の重ね継手部に90°フックを用いる場合は、余長は12d以上とする。

行い、支障ないことを確認した上で、工事監理者の承認を得る。

図の●印の鉄筋の重ね継手の
末端にはフックが必要

(5) 定着長さ

定　着　の　長　さ

Fc(N/mm2)

の
設計基準強度

コンクリート

鉄筋種別
小梁下端筋一　般 ｽﾗﾌﾞ下端筋

L 2

（ﾌｯｸなし）
L 2h

（ﾌｯｸあり） L a
（3）

L b
L L

（ﾌｯｸなし）（ﾌｯｸあり）

3 3h L
（ﾌｯｸなし）

3

SD295A

SD295B

18

21

24～27

30～36

39～45

48～60

40d 30d 20d 15d

15d35d 25d 15d

15d15d30d

15d15d30d

15d15d

15d15d

20d

20d

25d

25d

15d

15d

SD345
18

21

24～27

30～36

39～45

48～60

40d 30d 20d

35d 25d

15d

15d15d30d

15d15d

15d15d

20d

25d 15d

20d

20d 20d

35d 25d 20d

30d 20d

21

24～27

30～36

39～45

48～60

15d

15d15d

15d15d

20d 20d

20d

40d 30d

40d 30d 20d

35d 25d 20d

35d 25d

30d 20d

SD490
24～27

30～36

39～45

48～60

45d 35d 25d

40d 30d 25d

40d 30d 20d

35d 25d 20d

20d 10d 10d

かつ

150以上

［注］（1） フック付き鉄筋の定着長さL2hは、定着起点から鉄筋の折曲げ開始点までの距離とし、

（2）

折曲げ開始点以降のフック部は定着長さに含まない。

フック部の折り曲げ内法直径D及び余長は、「鉄筋の折曲げ加工」の表による。

（3） 梁主筋を柱へ定着する場合、水平定着長さがL2h確保できない場合は折り曲げ定着とし、

尚、Laの値は原則として柱せいの3/4倍以上とする。

（4）

▽
定着起点

▽
定着起点

▽
折り曲げ開始点

8d以上
余長

▽
定着起点

▽
折り曲げ開始点

D

90°フック

135°フック

余長
6d以上

▽
定着起点

▽
折り曲げ開始点

180°フック

D

余長
4d以上

L 

L 

余長
(8d以上)

Ｌ

D

L 

Ｌ

L 

8d
以

上

大梁主筋の柱内折り曲げ定着の
投影定着長さL

小梁・スラブの上端筋の梁内
折り曲げ定着の投影定着長さL

定着起点
△

（小梁・スラブ）

90°フック

D8d以上
余長

定着起点折り曲げ開始点
△ △

（小梁・スラブ）

※修正箇所は下線を引くこと

Fc(N/mm2)

の
設計基準強度

コンクリート

鉄筋種別

重ね継手長さ

L
（ﾌｯｸなし）

L
（ﾌｯｸあり）

1 1h

18

21

24～27

30～36

39～45

48～60

SD295A

SD295B
40d

45d

35d

35d

30d

30d

35d

30d

25d

25d

20d

20d

SD345
18

21

24～27

30～36

39～45

48～60

35d

30d

35d

30d

25d

20d

50d

45d

40d

35d

30d

25d

21

24～27

30～36

39～45

48～60

SD390

SD390
45d

40d

50d

40d

35d

35d

35d

30d

30d

25d

24～27

30～36

39～45

48～60

SD490
55d

50d

45d

40d

40d

35d

35d

30d

1

L 1

直線重ね継手の長さ L

L 1h

フック付 重ね継手の長さ L1h

△ △

D

鉄筋A 鉄筋B

余長
4d以上

(鉄筋A)
折曲げ開始点 折曲げ開始点

(鉄筋B)

［注］（1） 表中のｄは、異形鉄筋の呼び名の数値を表し、丸鋼には適用しない。

（2）

（3）

直径の異なる鉄筋相互の重ね継手長さは、細い方のｄによる。

フック付き重ね継手の長さは、鉄筋相互の折り曲げ開始点間の距離とし、折り曲げ開始点

以降のフック部は継手長さに含まない。

■重ね継手

継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

D29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。

鉄筋径dの差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない。

ガス圧接継手の形状、および継手の配置は下図による。

■継手に関する注意点

・ガス圧接形状（平成12年建設省告示1463号下図のほか、折れ曲がり、焼き割れ、へこみ、

垂れ下がり及び内部欠損がないもの）

d

圧接面

（1.2d）
1.1d以上

1.4d以上

d/4以下

圧接面

（1.5d）

圧接面

d/5以下

（　）内はSD490の場合

・圧接継手 （下図のいずれかとする）フックなしの場合はL　はL1h 1

d

2㎜以下

ａ≧400
約0.5

・重ね継手

5.

6. 非破壊検査は工事監理者が承諾した信頼できる検査機関で行うこと。

３．杭・基礎 （配筋については地震力等の水平力等を考慮して別途検討すること）

(1)直接基礎

D 1

100

Ａ

15d程度

Ａの拡大図

ハカマ筋

基礎スラブ筋

①独立基礎

ハカマ筋
のない場合

ハカマ筋
のある場合

ハ
カ
マ
筋

基
礎
ス
ラ
ブ
筋

ハンチを付けた場合(ａ≧３)

②べた基礎

7
0

1

40

ａ

8ｄ
以

上

②

①

1．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

但し上筋と下筋を読みかえる

2．

3．

4．

①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

②の鉄筋はＤ１３以上

(6)　継手

発行　一般社団法人　東京都建築士事務所協会 監修　東京都建築構造行政連絡会★　平成２７年５月１日

a～eに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。

a. あばら筋、帯筋、および幅止メ筋

b. 煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

c. 柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分

d. 単純梁の下端筋

e. その他、本配筋標準に記載する箇所

および下端の両端にある場合の鉄筋（右図参照）

全定着長をL2以上とするとともに、水平投影長さをLa以上とし、余長を8d以上とする。

耐圧スラブの下端筋の定着長は一般定着L2とする。

L2 L2h 

L2h 

直線定着の長さL2

下端筋の直線定着の長さL3

L2h 

L3h 

下端筋のフック付き定着の長さL3h

フック付き定着の長さL2h

Ｌ

b

ba

2

3

2

ａ

ａ
2

１.

２.

３.

４.

L1 L1

1.5L1h以上
L1h

溶接継手および機械式継手を用いる場合は、信頼できる機関の評定等を受けたＡ級継手工法とする。

埋戻し土のある場合は40を70とする

L2orL3

Ｌ2h

φ

１
０

０
以

上
８

０
０
～

１
０

０
０

杭
主
筋

４
０

ｄ

余
盛

コ
ン

ク
リ
ー

ト

か
つ

Ｌ
２
以

上

へりあき
２００以上

φ

ＣＬ

100

重
ね
継

手

４
５

ｄ
か

つ
Ｌ
１

以
上

スペーサー
フラットバー＠３,０００
（各４ケ所）

鉄筋のかぶりは
１００以上とする。

ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接
１０ｄ又は重ね継手４０ｄ

フック付き

杭間隔は２×φ
かつφ＋１０００以上

ハ
カ
マ
筋

基
礎
筋

15d

ハ
カ
マ
筋

基
礎
筋

コンクリ－ト面

A

（フック付）

B

d

Ａの拡大図

印　鉄筋は曲げ上げ
なくてよい

Ｂの拡大図

Lo ≧ かつ4ｄ＋70以上

Lo

ｄ　：　基礎筋の径

ｄｏ：　基礎筋・ハカマ筋の

細いほうの径

※※

※
※

３
－
Ｄ
１

３

Ｌ
２

Ｌ１

Ｗ１

Ｌ１

300 ＜ H ≦ 1000

※印筋はＤ１０－＠２００とする。

Ｈ＜３００は※印筋は不要とする。
300

梁
幅

Ｈ

Ｌ２

Ｌ
２

45～60゜

２－Ｄ１６以上

（２）杭基礎

※

※

L2h

2
0
do

20
d

1
00

702
0
d
o

20
d

2
0d

2
0d

斫り部分

杭頭補強要領は特記による

（３）基礎接合部の補強

② ＰＨＣ杭

① 場所打ち杭

杭頭処理要領

L3 

Ｗ１の三角壁厚さは、２００以上又は地中梁幅とし、

　　配筋は同厚の壁リストにならう

履歴

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

矢野 孝義

一級建築士

登録第242755号

管理建築士

総合設計株式
会社

アスカ・村林特定建築設計共同企業体
完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

日付

村林建築設計事務所

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

A1  NON
A3  NON

製作日

ファイル名

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士 2020-022

代表設計者

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

設計者

一級建築士大臣登録第177256号

村林弘章

本図(仕様書)に記載された事項は、構造関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄 構造設計一級建築士

サンベース株式会社一級建築士事務所
一級建築士 第345781号
構造設計一級建築士第9987号　　中田謙一

構-03

新　鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （ １ ）

新　鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)
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により補強する。

※　Ｄ ＝ 大梁成

は継手の好ま

しい位置

表6－1　特別なカットオフ長さを要する部材

（ ＳＡ級、Ａ級継手を使用する場合の継手位置は特記による ）

（
一
段
目

）
L
2

その工法の適用範囲と仕様を確認する。

プレ－ト定着を用いてはならない。

プレ－ト定着には性能証明書等を取得した材料を用い、

最上階Ｌ型接合部における上端筋の一段目の定着に

※

※

＊

（６）梁主筋の定着

直線定着

8d

90°フック付直線定着

折曲げ定着

プレ－ト定着

１

２

３

４

L2

12ｄ以上かつ3/4Ｄ以上

Ｄ

一般階

12ｄ以上かつ3/4Ｄ以上

Ｄ
最上階

L2

L2

Lａ以上かつ3/4Ｄ以上

Ｄ

一般階 8d

L2

Lａ以上かつ3/4Ｄ以上

L
2 8d

8d

（
一
段
目
）

Ｄ

最上階

Lａ以上かつ3/4Ｄ以上

8d

Ｄ

L2

Lａ以上かつ3/4Ｄ以上

8d

8d 8d
8d

8d
8d

Ｄ

一般階

最上階

一般階

最上階

（
一
段
目
）

（
一
段
目
）

L
2

L
2

L2

ＤＤ

L2hL2h

8d
8d

ＤＤ

L2h L2h

L2

L2

L2

L2

L2

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

内端部外端部

18
0°

曲
げ

4ｄ

6ｄ

ｆ 梁成の大きい場合や

 　 SRC造のあばら筋の納まり

  　に使用する事ができる。

※２

※１

折曲げ起点は 3/4Ｄ をこえる

ハンチがある場合

一般

ｂ

ａ

同サイズを2本巻きとする。
つり上げ筋は、一般のあばら筋と

※ねじれを受ける梁は特記による。

（設計図書による）
あばら筋補強筋

（設計図書による）
あばら筋補強筋

部　材　名

（１）定　着

（５）幅止め筋の本数、加工

（３）あばら筋、腹筋、幅止めの配置

（４）あばら筋の型 （ 注　床版がない場合は１３５°以上のフックとする ）

（２）大梁主筋の継手

※２ 柱幅が大きくて、直線部

だけでＬ２がとれる場合でも

一　般　階

最　上　階

L2

Ｄ

Ｄ

3/4D

4ｄ

（イ）原則として　ａ　のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で　ｂ 、

両側床版付（Ｔ型）梁で　ｃ　又は　ｂ　とすることができる。

（ロ）フックの位置は　ａ　にあっては交互、　ｂ　にあってはスラブ側とする。

8ｄ8ｄ

6ｄ

6ｄ 6ｄ
6ｄ

6ｄ

4ｄ

4ｄ

ａ ｃ ｅｄｂ

15d※15d※

×印は幅止め筋

第１あばら筋は柱面より配筋する

つり上げ筋

腹筋

Ｄ

Ｄ

幅止め筋

幅止め筋

Ｄ１３＠３００以内

Ｄ１０＠３００以内

４－Ｄ１０　２段

２－Ｄ１０　１段

Ｄ10＠1000以内で割り付ける

Ｄ ＜ 600　不要

1200以上

1200 ≦ Ｄ

900 ≦ Ｄ ＜ 1200

600 ≦ Ｄ ＜ 900

腹　筋

幅止め筋

/４　に加える長さ /４　に加える長さ部　材　名

Ｄ/４ /４Ｄ

/４/４

/４

Ｄ 最　上　階一　般　階
La

Ｄ

La

8d
以
上

8d
以
上

8d
以
上

L
2

L
2

L2L2

L2＋5dL2＋5d

L2＋5dL2＋5d

La

主筋のカットオフ長さは　　 /4 ＋ 15d を基本とし、特別な長さを要する部分は 表6－1 による。

Ｄ

L
2

La

フック付とする

テール長 150以上又は180°

柱中心線をこえて中間折曲げ

La

1/4D

※１

La

L2

L2

L2

20d20d

20d

※１ /４

※１/４

※１/４

注：点線は下端筋の曲下げ定着Ｌ２を示す

ことを原則とする。

フック付

8d以上
150以上かつ

ＬＣ

柱幅が大きい場合

ＬＣ

柱幅

６．大　梁

１階柱脚の主筋は梁上から柱せいの 1.2倍の

範囲を拘束筋で拘束する。

□ 図示による

□ 帯筋と同径・同ピッチ、Ｘ・Ｙ２巻づつ

拘束筋は以下による。

1.
2
D

Ｌは 50ｄ以上かつ

Ｌは中間部 50ｄ かつ 300mm以上

末端部の添巻は１.５巻以上とする

継手の好ましい位置

300mm以上とする

柱、梁の定着L2以上が確保されない

拘束筋

Ｄ

（５）柱脚部の補強

ａ
ａ

ａ

ａ

ａ＝１.５×（呼び名の数値）

4d

4d

６φ－＠1000

６φ－＠1000

ａａ

6d

交互とする。

主筋の位置をさける。

注　１．第１帯筋は、梁づらに入れる。

設
計
ピ
ッ
チ

以
下

0.
2％

以
上

と
す
る

0.
2％

以
上
と
す
る

パ
ネ
ル
部
分

は

第１帯筋

第１帯筋

定着長さが不足する箇所」に付ける。
並びにはりのせいが小さく、必要な
鉄筋のフックは「柱頭の四隅の鉄筋

L2
又
は

L2
ｈ

L
2

（１）柱主筋の継手位置 （２）柱主筋の定着

（３）帯　筋

（４）寄せ筋の保持
8d

Ｄ

圧接継手

ho
/2
+1
5d

か
つ
10
00

柱
せ
い

6d

6d

6d

6d

ロ Ｗ型（溶接閉鎖型） ハ Ｓ型（スパイラル型）イ Ｈ型（タガ型）

Ｌ

6d

型

6d

型

4d4d

型

10d以上

5d以上 15d

Ｌ

6d

135°

注　３．フックおよび継手の位置は、

注　２．Ｗ型で現場溶接をする場合は

〃
１５０以下
Ｐ１

１５０以下

Ｐ１
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

L
1L2
以
下

主筋と同径

補強かご鉄筋

補強かご鉄筋

柱頭補強かご鉄筋L
2

L2
ho
/2
+1
5d

40
0以

上
40
0以

上ho
/2

ho
ho

ho

ho
/4

ho
/4

ho
/4

ho
/2

ho
/4

150以上

カ
ブ
ラ

標
準

10
00

場合はかご鉄筋で補強、または特記

（SA・A級継手）

機械式継手

５．柱

（長期荷重が支配的な場合の継手は 6.(2)大梁継手位置とする）

（ｃ）ｅ ＝ 150以上（下図を参考に設計図書に追記する。）

〔注〕

＊２－Ｄ

２－Ｄ＊

＊一般のあばら筋と同径のものを２本束ねる。

　のものを２本束ねる。
＊一般のあばら筋と同径

Ｌ１

上端筋継手範囲 上端筋継手範囲下端筋継手範囲

8
d

8d

Ｌ２

Ｌ２20d 20d

※ ※

＊

Ｌ
２

Ｌ
２

/４/４ /２

外端部 内端部

3/4Ｄ以上
La以上かつ

Ｄ

カゴ筋　　型
15ｄ

補強帯筋

帯筋より１サイズ太く
又は同サイズ２本

L2

L
1

L
2

１/４Ｄ２ ３/４Ｄ２

Ｄ１

Ｄ

Ｄ１

Ｄ２

6d6d

150以下

Ｄ

ｅ

40
0

L
2
h

1
0
0

10
0

Ｄ１

Ｄ２

Ｄ

6d

ｅ

Ｄ２ ｅ

（ｂ）150 ≧ ｅ ＞ Ｄ/6（ａ）ｅ ≦ Ｄ/6かつ150

（６）絞　り

（４）せいの高い梁のあばら筋加工要領図（３）水平ハンチの場合のあばら筋加工要領

180°フック付きとする。

（ロ）では、あばら筋の継手は

は使用してはいけない。

（イ）で、　　　使用してよいが、

（イ）

打継ぎ部

機械式継手
または

溶接継手

L1
h

（ハ）（ロ）

ハンチ ハンチ梁幅

ハ
ン
チ

梁
幅

｛

6～8

１

柱

｝

（１）独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）

（２）布基礎、ベタ基礎の場合（定着、継手）

＊上端主筋の定着は、やむをえない

場合、上向きとすることができる。

※主筋のカットオフ長さは　　/４ ＋ １５ｄ を基本とし、特別な長さを要する部分は 6.大梁の項の表 6-1 による。

/４

Ｌ１

※主筋のカットオフ長さは　　/４ ＋ １５ｄ を基本とし、特別な長さを要する部分は 6.大梁の項の表 6-1 による。

8d

※＊
＊

Ｌ２
/４/２

Ｌ
２※

（継手範囲）

外端部 内端部

3/4Ｄ以上
La以上かつ

3/4Ｄ以上
La以上かつ

Ｄ

Ｌ２

Ｌ２Ｌ２

8
d

４．地中梁

★　平成２７年５月１日 発行　一般社団法人　東京都建築士事務所協会 監修　東京都建築構造行政連絡会

※修正箇所は下線を引くこと

カゴ筋　　型

15ｄ
15ｄ

20ｄ

履歴

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

矢野 孝義

一級建築士

登録第242755号

管理建築士

総合設計株式
会社

アスカ・村林特定建築設計共同企業体
完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

日付

村林建築設計事務所

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

A1  NON
A3  NON

構-04

製作日

ファイル名

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士 2020-022

代表設計者

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

設計者

一級建築士大臣登録第177256号

村林弘章

本図(仕様書)に記載された事項は、構造関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄 構造設計一級建築士

サンベース株式会社一級建築士事務所
一級建築士 第345781号
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新 鉄筋コンクリート構造配筋標準図 （ ２ ）
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２２

ハンチの検討をする
段差ｈが　ｈ＞Ｄ－　Ｄ　－Ｂ　　となる場合には段差部でハンチを設ける例

終端と同じ定着方法として、あばら筋に力の伝達主筋の定着長さで小梁の応力を伝達

又は、隣接する梁へ定着する場合

（ｃ）隣接する梁がある場合で柱定着

（ｄ）隣接する梁がない場合で柱定着

（ｂ）先端小梁の定着（ａ）先端部の範囲とカットオフ位置

５００ ≦ Ａ ＜ １０００Ａ ＜ ５００

（ 開口補強筋については計算により確認すること ）

増打するときは事前に設計者、

・Ｂ≧４００の場合は 補強筋を３本とする。

・腹筋Ｄ１０ ピッチは、梁の腹筋と合せる。

・１５０以上 の増打ちは図示による。

・増打ち ５０以下 は補強なし。

・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

　増打コンクリート補強と同様とする。

・梁下端増打コンクリートの場合も上端

　する。

　以上）とする。

・あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチと

・補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ１６

・１５０以上 の増打ちは図示による。

・増打ち ５０以下 は補強なし。

・※柱ＨＯＯＰと同径、同ピッチとする。

・ハッチ部分の面積 Ａ ㎝2

・ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

補強タテ筋

３－Ｄ１６ ４－Ｄ１６

ＥＷ２５０以上 の場合　４－Ｄ１６＠１００ ダブル　とする。

ＥＷ１８０～２００ の場合　４－Ｄ１３＠１００ シングル

注）補強筋は ＥＷ１５０ の場合　３－Ｄ１３＠１００ シングル

（２）既製品

（１）設置可能範囲

（１）柱

（２）梁

（６）連層耐震壁乾燥収縮の補強筋

θ≒４５°

θ≒４５°

ＥＷ

最下階

ＥＷ

ＥＷ

ＥＷ

補強筋

補強筋

最上階

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

設計時に使用する評価取得品については計算書を提出する事。

施工前に計算書を提出し、承認を得ること。

□ 製品名

せのこと。

（指定条件と異なる場合は、設計者又は工事監理者と打合わせのこと）

貫通孔が連続して間隔等が取れない

梁端部（スパン　　/１０以内かつ２Ｄ以内）は原則として避ける

φ２φ１

（φ１＋φ２）×　２／３以上

場合は設計者又は工事監理者と打合

ＤＤ／３

/４ /４

望ましい範囲

ａ ≦ Ｄ/７　かつ　ａ ≦ １５０

ａ ≦ １５０

ａ

ａ

２０ｄ

２
０

ｄ

Ｂ

あばら補強筋

巾止メ筋
Ｄ１０

補強筋

補強筋

あ
ば

ら
補

強
筋

補強筋

印は補強筋を示す

ａ 及び ａ’≦ １５０

ａ ≦ Ｄ/１０　かつ　ａ ≦ １５０

Ｂ

ａ２０ｄ

※ａ
’

ａ

２
０

ｄ

２０ｄ

※

印は補強筋を示す

１１．梁貫通孔補強

及び工事監理者と打合わせのこと１０．柱、梁増打コンクリ－ト補強

Ｄ１０＠４００程度（防錆処理を施す）

t は階高の 1/100 程度

縦筋は柱面に

注）ｈ はコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、２００ ≦ ｈ ≦ ４００

注）ｈｏ ≦ ２５ｔ かつ ３５００以下 とする。但し直交方向 ２５ｔ 以内に壁、又は柱がある場合は除く

シーリング材使用（耐火構造用目地材）

（１）定着

（５）耐震壁端部の納まり

（２）スリット部

（３）手摺、パラペット

（４）コンクリ－トブロック帳壁

Ｌ
２

Ｌ２

壁筋にフックを設けない場合の Ｌ は Ｌ２ とする。

壁筋に 135°フックを設けた場合の Ｌ は 8ｄ とする。

鉄筋径および間隔は壁筋と同等、同ピッチ以上とし、：

Ｌ

注）継手部は必ずモルタルを充填すること

ＬＬ２

Ｄ１０＠６００

Ｄ１０＠４００

Ｄ１３

Ｄ１０＠２００ダブル

Ｄ１３

Ｄ１３

ｈ
ｏ

Ｈ

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ２Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

一般の場合

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１０＠２００

120以上
Ｄ１０＠２００ダブル

Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

150以上

10
0以

下

10
0以

下

Ｈ

Ｌ
２

Ｗ
ｔ

手　摺パラペット

（但し、Ｈ＞８００以上の場合、設計図による）

ｔ250 250

柱

１０００

完全スリット

（設計図に記入のあるとき）

ａ 梁に

Ｌ２

Ｌ
２

２－Ｄ１３以上

Ｌ２

２－Ｄ１３以上Ｌ
２

Ｌ２ Ｌ２ Ｌ２

Ｌ２

受筋Ｄ１０

受筋Ｄ１０

Ｄ１３

Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３ Ｄ１３

シングル配筋 ダブル配筋

壁と壁（平面図）ｄ

床にｃ

スラブに上端筋がない場合

イ は壁配筋と同じ

イ

イ

１０００

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

スラブに上端筋がある場合

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

ｂ

配置する。
梁、又は床面に一段目を
横筋の配筋は上下端とも

一本目を配置する。

柱に（平面図）

Ｌ
２
ｈ
か
つ
中
心
線

Ｌ２ｈかつ柱中心線を超える

　　かつ８ｄ以上
１５０以上

１５０以上かつ８ｄ以上

を
超
え
る

９．壁

（開口の径 500以下程度の場合）

注　　 ≧　　　とする。 注　　 ≧　　　とする。

Ｌ
３

Ｌ３

Ｄ１３

Ｌ２

切断される鉄筋と同じ鉄筋を開口をさけて

２Ｌ２

＝１５００ とし、上端筋の上に配筋する。

（ダメ穴打断面について）

補強する。

縦、横、斜補強筋とは別に開口によって

ｘ/４

ｙ/２

ｘ/２

ｘ/４

（８）打継ぎ補強

（７）釜場（６）土間コンクリ－ト

（５）床版段差

（４）床版開口部の補強

（３）片持床スラブ定着及び出隅部補強

（２）屋根スラブの補強（１）定着および継手

各２－Ｄ１９ 各２－Ｄ１６

各２－Ｄ１３各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１３

３００ ＜ Ｄ ≦ ５００

１５０ ＜ Ｄ ≦ ３００

周囲

Ｄ ≦ １５０

床版厚さＤ

各１－Ｄ１３

斜め

Ｄ１３

Ｄ１０－＠２００

Ｌ２

ｂ　間仕切壁との交叉部

腹筋

Ｌ２

Ｌ
２

Ｌ１

ｔ

ｔ

２－Ｄ１６

２－Ｄ１６

ＳＴＲＰ
底盤と同配筋

底盤と同配筋

１２００×６００以下

ＬＣ

Ｄ
Ｄ

Ｄ

６００

折曲 Ｄ１０－＠２００

５０３００

Ｄ１６Ｌ２

ａ　軽作業の土間

片持床スラブ定着ａ

２Ｄ以上

Ｄ

全断

Ｄ
/２

以
下

Ｄ

Ｌ１

２Ｄ

Ｈ

Ｄ１０－＠１５０

Ｄ
 ≦

 Ｈ
 ≦

 ２
Ｄ

全断

Ｌ２ 100以下

ａ

・無筋部分 Ｄ１０－＠２００　長さ ８００ 以上

・設計配筋間隔の 1/2 ピッチ　長さ ２Ｌ１ 以上

Ｌ
２Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２
Ｌ２

周囲補強筋

斜め補強筋

孔と孔のへりあき１００以上

Ｌ
２

Ｌ２

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｄ１３

注）設備の小開口が連続してあく場合は

Ｌ２

出
隅

部
分

の
補

強
筋

（
つ

な
ぎ

部
の

中
間

に
上

端
筋

は

D1
3、

下
端

筋
は

 D
10

 を
設

け
る

）
L3

は
下

端
筋

の
定

着

出隅受け部
２１２１

１

（出隅受け部配筋）（出隅部分補強配筋）

１
/２

１/２１/２

１

２２

配置する。

同本数をハッチ部分に
補強筋として出隅部の

それぞれの方向に出隅

１
/２

Ｌ
１

Ｌ１

出隅部分の補強筋

一般床版配力筋 出隅部
※出隅受け部補強筋は、

注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。片持スラブ出隅部補強ｂ

直線定着の場合は 25ｄ 以上直線定着の場合は 25ｄ 以上

8
d

8d

8d

60

バ－サポ－ト

10ｄ以上

100以下

バ－サポ－ト

10ｄ以上

60

8d

Ｌ２

上端筋の継手位置蹴上げ止
D10 （下端）

配力筋

下端筋の継手位置Ｌ３

15d

Ｌｂ 15d 配筋の際かぶり厚に注意すること。

ｂ ※の個所（入隅）は各階補強する。

補強筋は各３－Ｄ１３　又はスラブ主筋の同一径で

※

肩筋 D13以上

D13

下端筋の継手位置

上端筋の継手位置

Ｌ３

（上端）
主筋STRP上に配置

15d

8d

Ｌｂ 15d

一般床スラブ（四辺固定）

８．床　版

平面図

立面図 平面図

Ｂ

25d

Ｌ
２ 大梁主筋

Ｌ２

Ｌ３ｈ

又は Ｌａ

Ｌ３ｈ

又は Ｌａ

8d

最上階

－Ｄ１０＠２００拘束筋

大梁主筋

8
d

最上階

片
持

梁
鉄

筋
曲

げ
下

げ

注）上端筋の柱内への定着は3/4Ｄ以上とすること。

Ｌｂかつ※B/2以上

あばら筋を配置
小梁上端筋と同等の

正

面

折り下げること
下端筋位置迄

先端部

ｄ 片持梁の定着

小梁

ｃ 小梁筋の継手位置

圧接・継手中心位置の好ましい範囲

/２ /２/６ /４ /４ /４

小　梁
正　面

（１）定着

/４

ａ

ＬＣ

100以内

小梁の定着

8d

Ｌａ

15d/４

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

かつ Ｌ２以上
Ｌ２2/3　　＋15ｄ以上

Ｌ２

元端部

8d
以
上

Ｌ２

先
端

小
梁

片持ち梁

あばら筋
を入れる

Ｌ３ｈ

又は Ｌａ

一般階

ｂ 段差小梁の配筋（連続端の場合）

8d
以

上

Ｌ２

補強あばら筋は小梁主筋側

θ＝４５°

に必ず入れること。

Ｄ
Ｄ

ｈ

ハンチ

　　　　　有効せい
ハンチがない場合の

Ｌ
３

　　　　　有効せい
ハンチがある場合の

Ｂ

Ｌ３

Ｂ

Ｌ３

直線定着としてよい

Ｌ
２

Ｌ２

Ｂ

Ｌ２

8
d以

上

　　　特記がない場合
注）　設計図にカットオフ位置の

※固定度を考慮した場合は2/3B以上とする。

　 B/2以上
※ Lｂかつ

（単独小梁両端）

10d以上
小梁外端

斜めでもよい

Ｂ 20d

/６

20d

下向きでもよい
斜めでもよい

連続端

15d

７．小梁・片持梁

※修正箇所は下線を引くこと

監修　東京都建築構造行政連絡会発行　一般社団法人　東京都建築士事務所協会★　平成２７年５月１日
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２　又は　 

○　溶接記号番号を○中に記入のこと

●ＢＯＸ型 (通しダイヤフラムの場合)

内ダイヤフラム

1
50

以
下

80以
下

ダイアフラム厚は、接合する梁の最大厚の２サイズアップ以上とする。

柱フランジ厚16mm以上の場合SN490C　を使用する。

ダイアフラムは、柱フランジ厚16mm未満の場合SN490C　SN490B

<柱材料：BCR295、BCP325を使用する場合>

●鋼材種別による溶接条件

鋼材の種類 溶接材料 (KJ/cm)入熱 (℃)パス間温度差

400N/mm　級鋼2

490N/mm　級鋼2

JIS Z 3312

YGW-11 , 15

YGW-18 , 19

JIS Z 3315

YGA-50W , 50P

40以下 350以下

JIS Z 3312

YGW-11 , 15

YGW-18 , 19

JIS Z 3315

YGA-50W , 50P

40〃 350〃

40〃 350〃

40〃 350〃

30〃 250〃

注) STKR, BCR, BCP材は JIS Z 3312 のみ使用可

「新構造設計特記仕様その１ 6.鉄骨工事(2)□認定または登録工場」の

グレード別に定められた適用範囲と溶接条件制限事項による。

f

11～13

(c)　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度 及び その他の結果を添付する。

下向 Ｆ
横向 Ｈ 上向 Ｏ立向 Ｖ

１．一般事項

(b)　本標準図はベースプレートを除き鋼材の厚さ40mm以下の工事に適用する。

但し、ベースプレートの厚さは除く。

(a)　新 構造設計特記仕様その１による。

(１)　材料及び検査

(a)　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。

(c)　高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする。

(b)　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。

(a)　本締めに使用するボルトと、仮締めのボルトの併用はしてはならない。

(b)　高力ボルトの摩擦面の処理は黒皮などを座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け

等を用いて除去した後、一様にさびを発生させた状態とする。但しショットブラスト、グリットブラスト

による処理で表面荒さが、50μmRz以上である場合は、さびの発生は要しない。

(c)　高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が十分に密着す

るよう注意して行う。

(２)　工作一般

(３)　高力ボルト接合

(b)　溶接技能者

合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする。

(イ)交流ア－ク溶接機300A～500A

(ロ)ア－クエア－ガウジング機(直流)

(ニ)炭酸ガスア－ク半自動溶接機

(ホ)溶接電流を測定する電流計

(ヘ)溶接棒乾燥器

(d)　溶接方法

(c)　溶接機器

ア－ク手溶接(ＭＣ) ガスシ－ルドア－ク半自動溶接(ＧＣ)

セルフ(ノンガス)シ－ルドア－ク半自動溶接(ＮＧＣ) ア－クエア－ガウジング(ＡＡＧ)

(e)　溶接姿勢

(a)　平成12年建設省告示第1464号第二号イ、ロによる、溶接部の性能、溶接金属の性能を満足すること。

(４)　溶接接合

溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801(手溶接)又はJISZ3841(半自動溶接)の溶接術検定試験に

・ エンドタブの長さは ＭＣ：35mm以上

ＮＧＣ、ＧＣ：40mm以上とし 特記のない場合は、

溶接終了後、母材より10mm程度残し切断して、

グラインダー仕上げとする。

(ロ) 裏当て金

・ プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出し設計者、又は工事監理者の承認を得る。

材質は母材と同質材料とし 厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上、巾は25㎜ 以上を原則とする。

但し、溶接性能が確認できれば監理者の承認を得て変更することができる。

(ハ) スカラップ半径は30～35mmと10mmのダブルアールとする。

但し梁成がD=150mm未満の場合のスカラップはr=20mmとする。

(ホ) 裏はつり

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、アークエアガウジングを行った上で、部材に

確認マ－クをつける。

(５)　塗装
コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと一体とする設計仕様に

なっている部分は、塗装をしない。

t

35mm以上
かつ2ｔ以上

r スカラップ
r=30～35mm

r=10

r=35

(ニ) ノンスカラップ工法

裏当て金

θ
G

G：ルート間隔

θ：開先角度

(ヘ) 現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部を傷めない様に養生を行う。

２．溶接基準図

S 1t S

・但し片面溶接の場合はS=ｔとする。

・ｔはｔ　、ｔ　の小なる方とする。

・軸力が加わる場合のＳは母材と

余盛は(１＋0.1Ｓ)ｍｍ以下とする。

同厚とすることが望ましい。

(単位ｍｍ)
（注）f:余盛　 G:ル－ト間隔　 R:フェース　 S:脚長

S

(使用箇所に注意)

ｔ

Ｓ

7以下 8～10 14～16

t≦16mm

6 7 10 12

R=2

t

f f

G=0
θ＝60゜θ＝60゜

Ｒ≦2

溶接姿勢 F.V

ｔ ｔ＞16mm

t/4 ≦ｆ≦ 10mm

(１)　隅肉溶接

(２)　部分溶け込み溶接

(３)　完全溶込み溶接 (平継手　Ｔ型継手)

溶接姿勢 F.V

ｔ
f

f

G=0～2(裏はつり後 裏溶接)

溶接姿勢 F.V

ｔ mm

6<ｔ<19mm

6≦ｔ<12

12≦ｔ<16

16≦ｔ

θ G t L

1 2

1 θ G t L1

NGCMC GC

θ＝45゜

R≦2

35°

35°

45°

35°

45°

45°6 6 5

9 9 8

9 9 8

6 6 5

9 8

9 9 8

6

θ

G

R≦2
t

t

t/4≦ｆ≦10mm
Ａ゚ＡＧ

L
25mm以上 t/4≦ｆ≦10mm

T形突合せ継手余盛

のど厚tmm 余盛の高さmm

t≦4

4<t≦12

12<t≦19

19<t

1

2

3

4

溶接姿勢

ｔ

F.V

ｔ≧19mm

t

f

f

R≦2

G=0～2
θ＝60゜

θ＝45゜

2/3t

1/3t

t/4≦ｆ≦10mm

θ＝45゜
2.5削り面

G=0～2
(裏はつり後 裏溶接)

Ａ゚ＡＧ

0< f ≦ 3.0mm

（但し、t≧15mmの時4.0mmとする） （平継手で板厚が異なる時）

溶接姿勢

ｔ

F.V

6<t≦19mm

t /4 ≦ a ≦ 10mm2

G=0～2
(裏はつり後 裏溶接)

1

ａ

Ａ゚ＡＧ

t

mm

mm

のど厚tmm

19<t

溶接姿勢

t mm

GC

θ

45°

35°

35°

F.V

θ

45°

35°

L 1G L

6

9

9

6

9

9

5

5

8

L 1G L

6

9

6

9

9

5

5

8

645°

MC

0  <ｆ≦3.0

f

R≦2

f

t

θ=45°

f

R≦2

G
L L

25mm以上

(但し、ｔ≧15   の時4.0   とする)mm

NGC

6<t<12

12≦t≦19

(4)フレア－溶接

Ｋ形の場合
t

φ θ
S

t

B
プレ－ト

・フレア－溶接長は、鋼板に接する全長とする。

・9ｍｍ～16ｍｍは1パス以上、19ｍｍ以上は2パス以上とする。

溶接棒角度θは30゜～40゜とする。

寸法(ｍｍ)

4
φ

79

711

5

6

9

10

22

16

19

4.513 8

81225

B S

※ t > 16 mm の場合の溶接は、  

※※印は設計者が記入すること。

Ｈ型、 、●

※

※

※

※

スカラップ部分は

※

回し溶接する

※

※

※

※
※

※

※※

※※

※

※

※

※

●Ｂ.Ｈ方式

※

※※

※

※

平面詳細

断面

※

※

●柱が途中で折れる場合、及び梁せいが異なる場合

θ

Ｒに接しないこと
フランジが柱の

内ダイヤフラム

t

θ＝75゜～105゜

ｔ>柱フランジのプレ－ト厚

※

※t>16 mmの場合の溶接は、

※

大梁が斜めの場合は

溶接と添板の内側板

に注意のこと。

内ダイヤフラム

※※

10
0以

上 ※

※

２５以上かつ

エンドタブが交互に

当たらぬこと。

～

回し溶接する。
スカラップ部分は 

7

溶接すること。

t

※はりフランジは、通しダイア

フラムの厚み(t)の内部で

内ダイアフラムの場合は柱

の角のＲに接しないこと。
ガス抜き
φ=20

※

断面
25以上

2
5以

上

※

平面詳細

★　平成２７年５月１日 発行　一般社団法人　東京都建築士事務所協会 監修　東京都建築構造行政連絡会

※修正箇所は下線を引くこと

仮付不良 良仮付不良良

開先面

仮付溶接

裏はつり側にする

(f)　組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う。

(イ) 仮付位置

組立て溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける。

(ロ) 完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

(g)　溶接施工

(イ) エンドタブ

・ 完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で 同開先形状のエンドタブを取り付ける。

十分確保できると判断される場合には監理者の承認を受けて他の方法とすることができる。

・ エンドタブの材質は、母材と同質とする。但し、鉄骨製作に十分な実績があり、かつ溶接部の品質が

１

２

３

４

５

６

７

８

t1

t1
t2

t1

t1

t ≦ t1

D1 D1

t2

※ t > 16 mm の場合の溶接は、２ ・又は３ ５ とする。

７ ７

４

１

４

４

１

１

Ａ － Ａ 断面図

４Ａ Ａ

５ とする。

２

２

２ ３ ～ 

４

１

１

７

４

１

１

１

４

４

※

７

４

１

１

１

４

１

１

４

４

１

１

１

１

１

１

１ ３ ～ ５　とする。
４ ４

４

Ａ

１

Ａ

４

４
１

４

４４

１

１

４ ４

Ａ － Ａ 断面図

１

７

７

(ハ)サブマ－ジア－ク溶接機一式

※ t > 16 mm の場合の溶接は、  １ ３ ～ ５　とする。
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一級建築士
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（ｂ）形鋼ブレース 注）　許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式（８）柱　脚
※　構造用アンカ－ボルトは原則として　JIS B 1220、JIS　B 1221　を使用する。

符　号 部　　材 ＰＬ－(１) Ｎ－径

露出形式柱脚 根巻き形式柱脚 埋込み形式柱脚

（５）柱継手リスト

Ｂ１ ≦ ２５０ Ｂ１ ＝ ３００ Ｂ１ ＝ ３５０（４００） 二重ナット
Ｂ１ Ｂ２ 等の戻りボルト穴径・最小縁端距離（㎜）（１）高力ボルト、ボルト、アンカ－ボルトのピッチ（P） Ｂ１ Ｂ１ Ｂ１ 止め ベ－ス 帯筋 コンクリ－ト１５０ ６０Ｂ２ Ｂ２ Ｂ２ Ｂ２ Ｂ２ Ｂ２ プレ－ト厚 のかぶり厚さボルト 最　小　縁　端　距　離 （ｅ） ピッチ（Ｐ） （令77条≧1.3ｄ （柱幅以上）座金１７５ ７０ 基礎梁主筋呼び径 ｄ 　　を準用）

根
巻

き
部

分
の

高
さ

（
≧

柱
幅

×
2.

5）

羽子板ボルト 形鋼ブレース穴　径 （１） （２） （３） (２)(３)の標準 最　小 標　準
２００ ８０

高
力
ボ
ル
ト

Ｍ１６ １８ ４０ ２８ ２２ ４０ ４０ ６０ ｄ
２５０ １００ アンカ－外

Ｐ
Ｌ
－
（
１
）
 内

Ｐ
Ｌ
－
（
２
）

外
Ｐ
Ｌ
－
（
１
）
 内

Ｐ
Ｌ
－
（
２
）

外
Ｐ
Ｌ
－
（
１
）
 内

Ｐ
Ｌ
－
（
２
）

長さＭ２０ ２２ ５０ ３４ ２６ ４０ ５０ ６０ ｅｅ ｅ U字型補強筋ボルト径１45ｐ ｐ45 ３００ １１０ （ｄ）Ｎ１ Ｎ１ ＰＬ－６Ｎ１ d1Ｍ２２ ２４ ５５ ３８ ２８ ４０ ５５ ６０ ｐ ｐ45 e
2 １ｅ ｅｅ 柱
の

埋
込

み
部

の
深

さ
（

＞
柱

幅
×

2.
0）

10 10 10Ｌ Ｌ ＬＭ２４ ２６ ４４ ３２ ４５ ６０ ７０ Ｒ６０ e1ｅｅ ｅ ３５０ １４０

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト

・
ボ
ル
ト

45 Ｓｐ ｐ 15e345Ｍ１６ ２１(１６.５) ２８ ２２ (４０) (４０) (６０) アンカ－ボルト８ｐ ｐ ＰＬ－(１)45 ４００ １７０(

　)

内
は
ボ
ル
ト
を
示
す

ｅ ｅｅ （定着長さ≧20ｄｔ 立上り主金Ｍ２０ ２５(２０.５) ３４ ２６ (４０) (５０) (６０)
かぎ状に折曲げる

（４本以上、頂部のＭ２２ ２７(２２.５) ３８ ２８ (４０) (５５) (６０) 等の措置）30゜ 　折り曲げ等の
Ｍ２４ ２９(２４.５) ４４ ３２ (４５) (６０) (７０) 　措置、表に定めるｄ アンカ－ボルトが柱の中心Ｎ 　定着長さ） 基礎梁主筋Ｍ２７ ３２ ４９ ３６ に対し均等に配置150 長さ40 40 70 140 70

(90) (90)Ｍ３０ ３５ ５４ ４０

d
1

≒
＠
６
０
０

e2４呼び径＋５ ９ｄ/５ ４ｄ/３Ｍ３０ Ｒ Ｒ e1
Ｓを超える e3 Ｐ８ U字型ＦＢ－６５×９　中ボルトＭ１６ｔＰＬ－(２) Ｄ 補強筋ＰＬ－(２)ＰＬ－(３) ＰＬ－(３) ≦

ｄ
+５

mm

〔注〕（１）引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離。
Ａタイプ

（２）せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離。 ア
ン

カ
－

ボ
ル

ト
孔

径

ＰＬ－(１) ＰＬ－(１) Ａタイプ使用は（３）圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離。 基礎梁主筋（床鋼性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）（７）デッキプレ－ト Ｈ縁端距離（ボルト
柱 Ｄ＝２５０㎜以下とする。 孔の径に応じ、（２）ピン接合梁継手リスト 梁との溶接およびコネクターＤ ≦ １５０ Ｄ ≦ ３００ 柱幅表に示す数値以上）

（ＤとＨのいずれかアークスポット溶接ＴＹＰＥ－１ ＴＹＰＥ－２ ＴＹＰＥ－３
３５以上３５以上 アンカ－ボルト断面積の１ 　　　　　大きいほう）１６φ ＝ ＠２００10 総和≧柱断面積×0.2ｐｅ ｅ ｅｅｅｅｅ ｅＰＬ－(２) 10 10

１ Ｐ
Ｌ

－
(２

)

(両面) １ １

（ JIS B 1198－2011 ）Ｎ２ Ｎ２ｅ ｅ （９）頭付きスタッドＰ
Ｌ

－
(１

)

Ｐ
Ｌ

－
(１

)

ｅ Ｎｅ ４ｐｐ Ｎ

ｅ ｅＮ（片側） ｅｐ スタッド材の標準形状・寸法ｐ ｐ

ｅ ｅｅ 10 10Ｌ Ｌｅ ｅ スタッド材ｐ ｐ 形状ＰＬ－(１) ＰＬ－(１) ｅ ｅＰ
Ｌ

－
(３

)

Ｐ
Ｌ

－
(３

)

軸径 ｄ 頭径 Ｄ 頭高さ Ｔ 呼び長さ Ｌ１ 呼び名ＤＰＬ－(１) Ｈ-100×50及びＨ-150×75の場合 ｍｍ ｍｍ ｍｍ ｍｍ１
エレクションピース

水平ブレース Ｔ符　号 タイプ 部　　材 ＰＬ－(１) ＰＬ－(２) Ｎ－径 φ１３㎜ １３ ２５ ８ 80 100 120

ｐｐｅ ｅ ｅ ｅ
４ ４ φ１６㎜ １６ ２９ ８ 80 100 120

ｄ ＬS-26による 受梁へのかかり寸法および端部処理 ｅ≧３５㎜ 且つ、メーカ－の仕様による。
φ１９㎜ １９ ３２ １０ 80 100 120 150

Ｂタイプ Ｃタイプ
梁上通しの場合 既製品面戸（鉄板） 折曲加工

φ２２㎜ ２２ ３５ １０ 80 100 120 150注〕現場溶接は原則として超音波探傷試験を１００％ 行う。

フランジ ウエブ
符　号 部　　材 φ２５㎜ ２５ ４１ １２ 120 150 170ｅ ｅ ｅＰＬ－(１) ＰＬ－(２) Ｎ１－径 ＰＬ－(３) Ｎ２－径

梁貫通補強は、既製品（ﾌﾘｰﾄﾞｰﾅﾂ工法）を使用し
設計者の承認を得ること（１０）梁貫通補強

(φ1＋φ２)×３／２以上
・ 計算で確認された場合は下図の位置、寸法及び補強方法によらなくて良い。

梁上切断の場合 あて板（鉄板） あて板（非金属） ・ 梁端部（内法スパン　　の1/10以内かつ、２Ｄ以内）は避ける。

（ SCSS－H97 による ） φ１ φ２・ φ ≦ ０.４Ｄ（３）剛接合梁継手リスト １
５０－４００ ・ φ'は補強板の穴径を示す。10 ＰＬ－(１) ＰＬ－(１)ｐ ｐｅ ｅｅ ｅ 貫通孔の間隔

２φ 10 10ＰＬ－(２) ＰＬ－(２)
ｅ ｅ ｅ ｅ

ｅ
ｐ １Ｎ２（片側）ｐ １ＰＬ－(３)ｅ

（ JIS規格品とする ・・・JIS A 5540・・・2008 / 5541・・・2008 ）（６）ターンバックルブレース Ｄ φφφ
'

φ
'

ＰＬ－(２) φ
'

１２
φ

'

Ｎ１（片側） （ａ）羽子板ボルト １ＰＬ－(１)ＰＬ－(３)
１スラブ端部の補足材 補足受材

ｅｅｅｅ ねじの呼び （ｄ） Ｍ１２ Ｍ１４ Ｍ１６ Ｍ１８ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２４
10

〔注〕端部をＢＨとする場合の部材は設計図による 最　　　大 １０.８３ １２.６６ １４.６６ １６.３３ １８.３３ ２０.３３ ２２.００ プレート補強(片面又は両面) パイプとプレート補強(片面)１５０－２００軸径 ｄ1 ＰＬ－５０×６50 10 10フランジ ウエブ １最　　　小 １０.５９ １２.４１ １４.４１ １６.０７ １８.０７ ２０.０７ ２１.６９ （既製品可）符　号 部　　材
ＰＬ－(１) ＰＬ－(２) Ｎ１－径 ＰＬ－(３) Ｎ２－径

Ｌ形鋼調整ねじの長さ Ｓ １００ １１５ １２５ １４０ １５０ １６５ １７５

取付ボルト穴径 １Ｒ １７.０ １７.０ １７.０ ２１.５ ２１.５ ２３.５ ２１.５ ５０－２００ Ｄ φ許容差 ＋０、－０.５㎜

S-25による はしあき（最小） （２） ｅ１ ４０ ４０ ４５ ５０ ５０ ５５ ５０ 50 30 ６１ １ １５０－４００ １
へりあき

（１） ｅ２ ２８ ２８ ２８ ３４ ３４ ３８ ３８
（最小） ＰＬ－１.６切板製 パイプ補強(小径の場合)
板厚 ｔ ６ ６ ６ ９ ９ ９ ９ プレート補強の板厚ｅ

へりあき
（１） ｅ２ ２５.０ ２５.０ ２５.０ ３２.５ ３２.５ ３７.５ ３７.５ スリ－ブ径 補　強　板（最小） リブプレート補強ＰＬ－５０×６平鋼製

（既製品可）板厚 ｔ ５ ６ ６ ９ ９ ９ ９ φ ≦ 0.15D 補強板不要

ボルト端から取付ボルト（４）ハンチ部の継手 ｅ３ ５２ ５２ ５９ ６６ ６６ ７３ ７０ φ ≦ D/4 Web板厚以上(片面)穴芯のあき（最小）フランジ及ウエブ厚の差のある場合 １１
５０－４００５０－４００

溶接長さ（最小） ４０ ５０ ５５ ６０ ７５ ８５ ８５ φ ≦ D/3 Web板厚×1.2倍以上(片面)Ｆｔ１ Ｆｔ２
ＰＬ－３.２ＰＬ－１.６

種　　　類 JIS　B　1186 ２種高力ボルト （F10T） φ ≦ 0.4D Web板厚以上(両面)リブプレート
Ｗｔ１ Ｗｔ２ （２） Ｌ－５０×５０×６ ＠ ≦ ６００

ｅ
取付ボルト ねじの呼び Ｍ１２ Ｍ１６ Ｍ１６ Ｍ２０ Ｍ２０ Ｍ２２ Ｍ２０

１１５０－４００Ｆｔ１ Ｆｔ２
本　　　数 １ １ １ １ １ １ ２

ハンチ起点は避けた方がよい
３００以下 ６００以下

ｒ＞8ｔ以上
Ｆｔ１－Ｆｔ２ １㎜ フィラプレート併用のこと≧ 〔注〕（１）ｅ１、ｅ２が確保されていれば形状は自由でよい。Ｗｔ１－Ｗｔ２ハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図による

（２）羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断(支圧)接合とする。ｒ：半径　ｔ：板厚

★　平成２７年５月１日 発行　一般社団法人　東京都建築士事務所協会 監修　東京都建築構造行政連絡会

※修正箇所は下線を引くこと

３．継手規準図、その他
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図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

矢野 孝義

一級建築士

登録第242755号

管理建築士

総合設計株式
会社

アスカ・村林特定建築設計共同企業体
完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

日付

村林建築設計事務所

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

A1  NON
A3  NON

鉄 骨 構 造 標 準 図 (２)

鉄骨構造標準図(２)

構-07

製作日

ファイル名

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士 2020-022

代表設計者

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

設計者

一級建築士大臣登録第177256号

村林弘章

本図(仕様書)に記載された事項は、構造関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄 構造設計一級建築士

サンベース株式会社一級建築士事務所
一級建築士 第345781号
構造設計一級建築士第9987号　　中田謙一
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出力日：2021.  .
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サンベース株式会社 ＊本工法を用いた基礎構造・柱脚の設計は、ＳＢ固定柱脚工法設計ハンドブック、建築基礎構造設計指針　による ＊設計図書間に相違がある場合の優先順位は、次の（１）から（４）の順番の通りとする。

（１）現場説明書および現場説明に対する質疑解答書□ 静岡支店（本社） TEL: 054-266-3384 ＊本工法のＳＢユニット（柱脚部・中間梁）は本仕様書および設計図書に基づきサンベース(株)又はサンベース(株)の指定工場により製作される
□ 東京支店 TEL: 03-3523-3523 （２）本標準仕様書

＊ＳＢユニットの据付けはサンベース(株)又はサンベース(株)の指定施工業者の責任施工によるPAT.No 3185129 ■ 名古屋支店 愛知県名古屋市中区丸の内1-7-25　TOWER OF　STRINGSビル5F TEL: 052-218-4084 （３）特記仕様
Ｒ ＊その他特に定めのない限り、日本建築学会建築工事標準仕様書（ＪＡＳＳ１～６）に準拠する□ 東北支店 TEL: 024-973-7076(＊旧建設大臣認定　建設省静住指発第27号) （４）図面

１．基本構成 ２．柱脚部鉄骨加工

1-1 基本形状および使用材料 2-1 組立・溶接・検査 2-2 ノンスカラップおよび裏当て金の形状＊内蔵鉄骨には基本的に型枠用セパレータの穴は設けない事とし設ける場合は事前相談とする。 ＊以下に示すノンスカラップ加工を標準とする

1 2 3
<各部寸法> <溶 接>ダイアフラム角形鋼管 仮付溶接（１パス）72

3' ガス抜孔 ６～８ｍｍ 35°柱脚レベル調整体および建方用アンカー　（通称：ビルドセット）7
6 ダイアフラム6

3
レベル決定後 ルートキャップ７ｍｍ 裏当て金 ＦＢ９×２５ 梁フランジ 梁フランジ1 位置決めアンカー ダイアフラム ダイアフラム
内部モルタル充填柱

芯
墨

20 分割型
2 裏当て金２５×９61

コンクリ釘にて固定
裏当て金 ＦＢ９×２５1

80

下端ダイアフラム (角形鋼管） (角形鋼管）柱芯墨 ｈ ２ｍｍ程度 隅肉溶接
捨てコン天端

8
（Ｈ形鋼） （Ｈ形鋼）25 7588 溶接条件 374 15

0以
上

継ぎ手下レベルコン (柱脚部断面図） (SB基礎断面図） 4穴径３０
5厚200以上協議により箱抜きを行う （ベースモルタル密着用）

* h は各柱脚部毎に微調整
６φ-100x100 1000x1000以上 溶接方法 種　　類 規　　格

（協議の上適宜設置）

<裏当て金> エンドタブ被覆アーク溶接 軟鋼用被覆溶接棒 ＪＩＳ　Ｚ　３２１１

部　品　名 材　　質 規　　格 備　　考 ＣＯ２ ガスアーク溶接 ソリッドワイヤー ＪＩＳ　Ｚ　３３１２

2
1 □SN490B. □SN490C. □SN400B. □SN400C1 Ｈ形鋼

※　外気温が０℃以下の場合、６０℃～１００℃に予熱して溶接する。 分割形裏当て金7
5～10mm 5～10mm 5～10mm 5～10mmその他必要に応じて適切な予熱をする。

■BCR295. □BCP235. □BCP325 溶接部の検査2 柱材 建築構造用角形鋼管

6 □STKR400. □STKR490一般構造用角形鋼管 特記仕様書に準ずる。
＊＊（柱脚部平面図） □SN490B. □SN490C. □SN400B. □SN400C 裏当て金取り付け溶接を施す部位：

隅肉溶接 Ｓ＝４～６ｍｍ，１パス，長さ＝４０～６０ｍｍ程度とする□SM490A. □SM400B. □SM400C組立箱形断面

▽
柱

芯

□SS400

3 3' ダイアフラム □SN400B. □SN400C. □SN490B. ■SN490C

□SM400B. □SM400C

4 ■配管用炭素鋼鋼管 SGP100A（ニップル・ソケット）柱脚レベル調整体

（設置用プレート） ■SS400
角形鋼管適用サイズ Ｈ形鋼適用サイズ 5 ■M20.  □M16（M20を標準とする。M16使用時はサンベースに確認する事）接着系あと施工アンカー（建方・位置決め用） ３．鉄骨継手仕様（柱幅） （呼び寸法  せいｘ幅）

■SD295A. □SD295B. □SD3456 異形鉄筋 Ｄ１３＠２００タテヨコ
□-200x200

（溶接金網使用 又は 現場配筋)H-250x175 H-450x200 H-550x200 ＊Ｈ形鋼継手は、ＳＣＳＳ－Ｈ９７鉄骨構造標準接合部（建設省住宅局建築指導課監修）に準拠するものを標準とする□SNR400B□-250x250 記号凡例長さ単位はすべて ｍｍ
2H-300x150 H-450x250 H-550x250□-300x300 （Ｈ形鋼材質SS400 又はSN400使用時）7 ベースコンクリート フランジ ウェブH-350x175 H-500x200 H-600x200□-350x350 mF2 b4（Ｈ形鋼材質SM490 又はSN490使用時） nF□-400x400 H-350x250 H-500x250 H-600x250

ボルト ゲージ 外添板 内添板 ボルト 添板寸法□-450x450 28 レベルコンクリート 径H-400x200 H-500x300 H-600x300 ■18Ｎ／mm  以上
（捨てコンクリート）□-500x500 Ｈ形鋼寸法 材質

Ｄ t1 x b1 t2 x b2 t3 x b3 x b4＊熱間成形角形鋼管は，SN400B・SN490B組立箱形断面相当品とみなす。 nFxmF g1 g2 mWxnW pc
厚さｘ長さ 厚さｘ幅 厚さｘ幅ｘ長さ

p
c

m
W

b
3

b2 t3H-298x149x5.5x8 400級 M16 2x2 89 9x290 9X60 3x1 60 6x200x170

1-2 各部寸法 < SB基礎断面 > H-300x150x6.5x9 400級 M16 2x2 90 9x290 9x60 3x1 60 6x200x170

t
2

H-346x174x6x9 M20 2x2 104 9x290 9x70 3x1 90 6x260x170400級

t
2

< 柱脚部鉄骨 > Ｗ/2 Ｗ/2 H-350x175x7x11 M20 2x2 105 9x290 9x70 3x1 90 6x260x170400級
b1記号 寸法定義 （単位ｍｍ）3' Ｈ形鋼芯2 6 H-340x250x9x14 M22 3x2 150 12x410 12x100 3x1 60 9x200x170400級 nWＨ形鋼継手位置 B 柱幅B1

H-396x199x7x11 M20 3x2 119 9x410 9x80 4x1 60 9x260x170400級

H
2b1 b1 B1 B + 60 を標準とする

フランジボルト配置パターンH-400x200x8x13 M20 3x2 120 9x410 9x80 4x1 60 9x260x170400級

T
1

1 B2 B + 100 を標準とする13 40 45 459x320x170H-446x199x8x12 M20 3x2 119 12x410 12x80 5x1 60400級 B=300
45 45 40H 100＜B＜300L 62 H1 60 60 10b1 30 以上　とするH

+6

9x320x170H-450x200x9x14 M20 3x2 120 12x410 12x80 5x1 60400級 40 60 40

3510

T
1

9x320x170H-450x200x9x16 M20 3x2 120 12x410 12x80 5x1 60400級a 80 4
0

B H
2

B B9x320x170H-450x200x9x19 M20 3x2 120 12x410 16x80 5x1 60400級 g
1

H Ｈ形鋼せい 1
5
0

4
0H-450x200x9x22 M20 4x2 120 16x530 16x80 5x1 60 9x320x170400級w1 w2 w2 w2 w1 T1 ダイアフラム厚さ ：Ｈ形鋼フランジ厚＋３ｍｍ以上 かつ 柱材板厚以上

35Ｗ H-450x250x9x16 M20 4X2 150 12x530 12x100 5x1 60 9x320x170400級
基礎コンクリートせい ： H1 第１ボルト外側とする

< 下端ダイアフラム形状 > H-450x250x9x19 M20 4x2 150 12x530 16x100 5x1 60 9x320x170400級Ｈ形鋼せい（呼び寸法）３５０以下のものは５７０
TYPE A TYPE B Ｈ形鋼せい（呼び寸法）４００以上のものはＨ形鋼せい（呼び寸法）＋２２０とする H-496x199x9x14 M20 3X2 119 12x410 12x80 5x1 60 9x320x170400級 ウェブボルト配置パターン一枚板より形成 耳の部分を別途取付（隅肉溶接）

H-500x200x10x16 M20 3x2 120 12x410 12x80 5x1 60 9x320x170400級ベースコンクリート上（下）端～Ｈ形鋼フランジ面の距離 ： 110以上とするH2 60
40 40 40 40

10 10H-482x300x11x15 M22 4X2 150 40 12x440 12x110 5x1 60 12x320x170400級b1 L 柱面～Ｈ形鋼継手位置の距離 ： 800を標準とする

H-488x300x11x18 M22 4X2 150 40 12x440 12x110 5x1 60 12x320x170400級 40 40Pc =60Pc =60基礎コンクリート幅 ： WB 3B
2

B
1 孔径は 6
0

6
03 PL-16 １列配置 ２列配置H1＜720の場合は750を、H1≧720の場合は950をそれぞれ最小寸法とするアンカー径＋４ H-500x250x12x22 M22 4X2 150 16x530 16x100 5x1 60 12x320x170400級

6
0

6
0

(SS400) 必要接地面積に応じて拡幅可。その場合、最小寸法から200ずつの拡幅を標準とする 60 60H-500x250x12x25 M22 4X2 150 16x530 19x100 5x1 60 12x320x170400級b1 4
0

4
0

75w1 H-500x250x12x28 M22 5X2 150 19x650 19x100 5x1 60 12x320x170400級a

b1 B b1 3 200 9x440x170H-596x199x10x15 M22 3X2 119 12x410 12x80 7x1 60400級w2
B1

60
H-600x200x11x17 M22 3X2 120 12x410 12x80 7x1 60 9x440x170400級 40 40 40 40B2

10 10

H-582x300x12x17 M22 4X2 150 40 12x440 16x110 7x1 60 9x440x170400級

Pc =90Pc =90

40 40H-588x300x12x20 M22 4X2 150 40 12x440 16x110 7x1 60 9x440x170400級
１列配置 ２列配置

9
0

9
0

H-600x250x12x25 M22 4X2 150 16x530 19x100 7x1 60 9x440x170400級

9
0

9
0

H-600x250x12x28 M22 5x2 150 19x650 19x100 7x1 60 9x440x170400級1-3 柱脚タイプおよびSB基礎の形式 9
0

9
0

40 40H-600x300x12x22 M22 5x2 150 40 16x530 19x110 7x1 60 9x440x170400級

H-600x300x12x25 M22 5x2 150 40 19x530 19x110 7x1 60 9x440x170400級
（柱間をつながない）＜独立基礎形式＞ 60（柱脚間を中間梁で連続させる）＜連続基礎形式＞ 独立基礎方向 独立基礎方向 H-600x300x12x28 M22 6x2 150 40 19x620 22x110 7x1 60 9x440x170400級

40 40 40 40
10 10

Pc =120Pc =120

4
0

4
0H-596x199x10x15 490級 M22 3X2 119 12x410 12x80 5x2 90 9x440x290BA １列配置 ２列配置

1
2
0

1
2
0

H-600x200x11x17 490級 M22 3x2 120 12x410 12x80 5x2 90 9x440x290独立基礎方向

６Ｄ以上 ６Ｄ以上 ６Ｄ以上 ６Ｄ以上 H-582x300x12x17 490級 M22 5X2 150 40 12x530 16x110 5x2 90 9x440x290 1
2
0

1
2
0

＊独立基礎方向に柱芯より６Ｄ以上のはね出しが必要

H-588x300x12x20 490級 M22 5x2 150 40 12x530 16x110 5x2 90 9x440x290

1
20

1
20＊Ｄ＝内蔵Ｈ鋼呼び寸法梁せい

A ---Ｌタイプ 4
0

4
0

H-600x250x12x22 490級 M22 5X2 150 16x650 16x100 5x2 90 9x440x290＊両方向を独立形式とする事も可（両方向に６Ｄ必要）

６
Ｄ

以
上

490級 M22H-600x250x12x25 6x2 150 16x770 19x100 5x2 90 9x440x290B ---Ｔタイプ
B ---Ｔタイプ

490級 M22H-600x250x12x28 6x2 150 19x770 19x100 5x2 90 9x440x290
B C C C

独
立

基
礎

方
向

C ---Ｘタイプ 490級 M22H-600x300x12x19 5x2 150 40 12x530 16x110 5x2 90 9x440x290６
Ｄ

以
上

C ---Ｘタイプ ＊本紙に記載のないサイズ・材質・ボルト径については特記による（SCSS-H97に準拠）
490級 M22H-600x300x12x22 6x2 150 40 16x620 19x110 5x2 90 9x440x290

＊レベルコンとＨ形鋼下端との距離（Ｈ２）と高力ボルトの長さに留意しておくこと。
490級 M22H-600x300x12x25 7x2 150 40 19x710 19x110 5x2 90 9x440x290 必要に応じて、高力ボルト挿入スペース確保のため、継手下のレベルコンを箱抜きしておく等の措置をとること。

（配置例平面）（配置例平面） （概ね、Ｈ形鋼呼び寸法せい５００以上で、高力ボルト径Ｍ２２を使用する場合）490級H-600x300x12x28 M22 8x2 150 40 19x800 22x110 5x2 90 12x440x290

＊鉄骨の空き寸法を　5mm　とした場合は、プレート寸法を 5mm 小さくする

JIS G 3136

JIS G 3106

JIS G 3101

JIS G 3466

JIS G 3136

JIS G 3106

JIS G 3101

JIS G 3136

JIS G 3106

JIS G 3452

JIS G 3136

JIS G 3112

JIS G 3138

JASS5に適合する
普通コンクリート

JASS5に適合する
普通コンクリート

日本建築センター評定　BCJ-S1875

■SS400

□SM490A. □SM400B. □SM400C

□33Ｎ／mm  以上

■21Ｎ／mm  以上

東京都中央区八丁堀3-5-7　NRE八重洲ビル5F

履歴

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

矢野 孝義

一級建築士

登録第242755号

管理建築士

総合設計株式
会社

アスカ・村林特定建築設計共同企業体
完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

日付

村林建築設計事務所

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

A1  NON
A3  NON

ＳＢ固定柱脚工法標準仕様(1)

ＳＢ固定柱脚工法標準仕様(1)

構-08

2018年2月版　No.1
静岡県静岡市駿河区南町11番1号　静銀・中京銀静岡駅南ビル5F

福島県郡山市駅前2-10-16　三共郡山ビル南館3F

〇

製作日

ファイル名

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士 2020-022

代表設計者

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

設計者

一級建築士大臣登録第177256号

村林弘章

本図(仕様書)に記載された事項は、構造関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄 構造設計一級建築士

サンベース株式会社一級建築士事務所
一級建築士 第345781号
構造設計一級建築士第9987号　　中田謙一
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Ｗ
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Ｗ

（底面部を拡幅、凸形断面）

Ｗ

やむを得ず基礎偏芯となる拡幅を行う場合

（偏芯となる拡幅の補強例）

Ｒ (＊旧建設大臣認定　建設省静住指発第27号)

TEL: 03-3523-3523

TEL: 052-218-4084

TEL: 024-973-7076

TEL: 054-266-3384

日本建築センター評定　BCJ-S1875 PAT.No 3185129

＊本工法を用いた基礎構造・柱脚の設計は、ＳＢ固定柱脚工法設計ハンドブック、建築基礎構造設計指針　による

＊ＳＢユニットの据付けはサンベース(株)又はサンベース(株)の指定施工業者の責任施工による

＊その他特に定めのない限り、日本建築学会建築工事標準仕様書（ＪＡＳＳ１～６）に準拠する

＊本工法のＳＢユニット（柱脚部・中間梁）は本仕様書および設計図書に基づきサンベース(株)又はサンベース(株)の指定工場により製作される （１）現場説明書および現場説明に対する質疑解答書

＊設計図書間に相違がある場合の優先順位は、次の（１）から（４）の順番の通りとする。

（２）本標準仕様書

（３）特記仕様

（４）図面

東京支店

東北支店

愛知県名古屋市中区丸の内1-7-25　TOWER OF　STRINGSビル5F

静岡支店（本社）

　Ｈ形鋼への溶接固定要領 　柱廻りずれ止め筋取付要領

サンベース株式会社

５．現場施工フローチャート

６．運用事例

図 Ｂ

＊フランジに溶接にて２本ずつ取付けるものとする。

＊継手材（スプライスプレート）の位置および柱面より100以内の位置は避けるものとする

基準墨（鉄骨柱芯）型枠墨出し

建方用アンカーボルト埋込み及び

（＊上部鉄骨同時建方）

レベルコンクリート

1
柱脚レベル調整体微調整

型枠の組立

ベースコンクリート打設

3

2 柱脚部及び中間梁の据付け

溶接金網取付け及び現場配筋

はサンベース(株)又はサンベース(株)指定業者による責任施工

コンクリート工事』による。
コンクリートの打込みはＨ形鋼の片側から行い、梁の１／２の高さ
まで打設したところでコンクリート棒形振動機を用いて締固め、
Ｈ形鋼の下を通って反対側まで充填された事を確認する。

（底面・上面ともに拡幅、長方形断面）

H
1

（底盤筋検討による）
D13@200以上

D13@200

D13@200

（底盤筋検討による）
D13@200以上

D13@200

D13@200

Ｗ：基礎コンクリート幅（底面）   Ｗ ＞ Ws 

Ws：基礎コンクリート幅の最小寸法　（「1-2 各部寸法」を参照）

H3：底盤スラブ（先端部）厚み 　 250以上を標準とする　  

H1：基礎コンクリートせい　（「1-2　各部寸法」を参照） 　  

We： (W-Ws)/2 　   ( 200の整数倍を標準とする)

H4： H1-H3　  

Ws

-D13 @200

＊軸方向筋・あばら筋は構造計算により決定する。

＊偏芯曲げは原則として直交梁に負担させること。

＜基礎の拡幅例＞

＜杭基礎例＞

＊フーチング部（杭頭部）と当工法の柱脚部や基礎梁が

20
d
以

上

ハカマ筋（SB標準配筋との兼用可）

打継ぎ

1
0
0

杭

杭天端

建方用アンカー
ベース筋立上げ
（接合筋）

　一体となるように断面形状や接合筋等に留意する

＊杭頭補強筋を設け、かつ、Ｈ形鋼の真下に杭を配置す

　る場合には、鉄筋の納まり具合に留意する

＊柱直下に杭配置するケースでは、杭頭部が建方用アン

　カーと干渉しないようにする事

（杭頭レベルを下げる、アンカー位置を移動させる等）

底盤スラブ

（水槽ピット）

ピット上

3-D13
構造スラブ

4-D16

D10

-D13 @200

-D13 @200

(斜線部： フーチング部を示す）

A'A

C'C
B B'

A-A'断面

＜水槽ピット等への対応例＞

＜床スラブ取り合い例＞ ＜梁貫通孔位置＞＜中間梁部ハンチ例＞

土間コンクリート

＊梁上で土間補強

D10 @200

2-D13

土間コンクリート

差し筋
D10 @200

Rib.PL

5
1

（呼び寸法せいの異なるＨ形鋼を連続させる場合）

ハンチ部鉄筋曲げ加工

（梁貫通位置図）

３Ｄ以上

L

構造スラブ 構造スラブ
3-D13

D10

-D10 @200

D10 @200

3-D13 柱
 芯

＊梁に貫通孔を設置する場合は、原則、柱芯より３Ｄ（Ｄ：Ｈ形鋼梁成）
以遠の位置とし、貫通部のＨ形鋼に対し十分な補強を行うものとする。

@600を目安とする

D10@1,000 程度
吊り鉄筋

図 Ａ

@600を目安とする

@600を目安とする

＊中央に鉄筋が通るときはその両側にて溶接

図 Ａ’

底盤補強筋

（杭頭鉄筋無し）
杭

Ｄ

Ｄ：杭径

C-C'断面

杭天端

杭頭鉄筋

杭

B-B'断面

Ｈ形鋼下端筋は
フーチング内の

省略可

名古屋支店

高さ決定後、内部にモルタル充填
柱脚レベル調整体のニップル部を回転させ、レベル調整。
必要に応じて転倒防止用アンカーセット
柱脚レベル調整体セット、建方用アンカーセット

位置決めアンカー埋込みの為、柱周辺は厚さ２００mm以上とする。

柱芯を基準。

レベルコンクリート厚さ５０mm以上、平滑処理。（木ゴテ押え）

柱脚および中間梁を所定の位置に据付け、接続。

「４．配筋要領」参照

日本建築学会編　『建築工事標準仕様書．同解説ＪＡＳＳ５鉄筋

▽
柱

芯

程度 程度

602
0
0程

度

350 200 D13  L=400
近接する鉄筋に結束筋で結束する

４．SB鉄筋要領

＊中間梁への配筋には溶接金網（Ｄ１３＠２００縦横）の使用を標準とする。

　ただし、一部もしくは全部を現場での手組み配筋としてもよい。

　または、図Ｃ’の重ね継手の形式でも可（手組み配筋時も同様）

　重ね継手長さは２５ｄ（ｄ＝鉄筋呼び径）以上を標準とする。

＊使用する鉄筋径はＤ１３以上とする。

＊原則として縦横共に200ピッチ以下（柱回りの上端筋の一部を除く）にて、Ｈ形鋼フランジの

  直上および直下レベルに配筋する。

＊ヨコ筋（ＳＢ基礎梁の巾方向の配筋）は、ピッチ600を目安としてＨ形鋼フランジに溶接固定

　付けておく方法（ずれ止め筋は近傍のＤ１３と結束のこと）を採ってもよい。

＊柱廻りの上端配筋について、柱に遮られるものは手前で止め、柱廻りには回し筋および

　とする。溶接長さは60mm程度とし、固定は工場・現場のどちらでも可とする。 図Ａ

＊中間梁の下端鉄筋については溶接固定とせず 図Ａ’のような吊り下げによる取付方法を採って

　もよい。また、柱廻りについては溶接固定の代わりに、図Ｂ のように予めずれ止め筋を取り

＊柱廻りの下端配筋例を 図Ｄ に示す。

＊雇い筋・通し筋・回し筋は結束線にて結束する。

　通し筋を配置する。回し筋、通し筋の形状および上端配筋例を 図Ｅ-１・図Ｅ-２ に示す。

　配筋ピッチ200確保に留意のこと。

　柱脚部下筋配筋要領

図 Ｄ

＊

d = 鉄筋呼び径

＊= メッシュ筋の間隔

25d 25d

溶接金網

雇い筋 (D13)

雇い筋長さは L = 25d+＊+25d とする。
＊は30～200mmとする。

溶接金網

図 Ｃ

＊

d = 鉄筋呼び径

25d

溶接金網

＊は30～200mmとする。

溶接金網

図 Ｃ’

通し筋

通し筋

通し筋

通し筋

回し筋

通し筋

通し筋

回し筋

回し筋

回し筋 x 2 回し筋 x 1

通し筋 x 2

通し筋 x 4

190ﾟ

19
0ﾟ40d

柱幅+60

柱
幅

+6
0

40d
柱幅+60

通し筋 回し筋

回し筋通し筋にはＤ１６を用いる

＊柱に遮られる鉄筋Ｄ１３が３本の場合

図 Ｅ-２

上端配筋例（2）

＜回し筋通し筋取付＞

回し筋(D16) x 2

回し筋

回し筋

25
d

25d

＜柱廻りD13タテヨコ配筋＞

溶接金網との重ね長さ

＜中間梁に溶接金網取付＞

2
5
d

25d25d

2
5
d

溶接金網との重ね長さ

25
d

25d25d

25
d

溶接金網との重ね長さ

下端配筋例

＜中間梁に溶接金網取付＞

D13@200

25
d

25d

＜柱廻り配筋＞

D13@200

溶接金網との重ね長さ

　柱脚部上筋配筋要領

図 Ｅ-1 上端配筋例（1） 特記なき限りD13使用とする

2
5
d

25d25d

溶接金網との重ね長さ

25
d

25d25d

溶接金網との重ね長さ

2
5
d

25d

溶接金網との重ね長さ

＜中間梁に溶接金網取付＞

＜回し筋通し筋取付＞

25
d

25d

溶接金網との重ね長さ

＜柱廻りD13タテヨコ配筋＞

　溶接金網継ぎ手部配筋要領

＊溶接金網の継ぎ手には 図Ｃ のように雇い筋を配置する。

＊Ｈ形鋼継ぎ手の高力ボルトや建方用アンカーボルトをよけて配筋する際は特に、

柱幅以下

東京都中央区八丁堀3-5-7　NRE八重洲ビル5F
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ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
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　 　　日本ヒルティ(株)

ひび割れ 400mm以上

400mm以上

補強筋D10@200

補強筋(D13)

ひび割れ

10
0m
m

標　　準　　納　　ま　　り

その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。

Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部

ａ部 ａ部

※1

※1

※1

※1

※2

壁
溶接金網又は異形鉄筋

コンクリート クローサー

５０ｍｍ以上
梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

壁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆

ＱＬデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆
梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

溶接金網
又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下

コンクリート

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。

 左図円部詳細

普通コンクリート

釘

釘
クローサー

釘

ＱＬデッキ

３０

梁型枠

３０

クローサー

ＱＬデッキ

耐火補強筋

３０

１５０

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

梁にのみ込み３０ｍｍ

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向

 外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕

Ｄ Ｆ

Ｅ

２スパン                               ２スパン １スパン           １スパン            １スパン           １スパン

開口部
１スパン

開口部

Ｇ

Ｂ

外
周
部

大
梁

Ａ

Ｈ

外周部大梁

Ｃ

大
梁

小
梁

ｂ

ｄ
柱

ａ

大
梁

大梁ｅ

ｃ

鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

小
梁

２スパン                     １スパン

　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）

施
　
　
　
　
工

設　　　　　　計

ＱＬデッキ　
□ＱＬ９９-５０

□ＱＬ９９-７５

□1.2

□1.6

材料／デッキプレート

施工順序 検　　　　査 (参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項

［ISO 9001認証取得］

耐　火　仕　様

デッキプレート種類　　 　　　板厚(mm)                   表　面　処　理

端部加工
□ｴﾝｸﾛ有り
□無し

敷込み仮止め溶接

溶接金網敷込み

[1]設計上の留意点

[2]施工上の留意点

大梁上の補強例

柱廻りの補強例

40
d

１）頭付きスタッド
２）打込み鋲
３）焼抜き栓溶接

□事前検査

□溶接後の外観検査

□不良部の補修

Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。

【そ　の　他】

Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。
　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。
　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接
2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、

1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無
3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3

【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】

      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。
    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。
    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)

    1)水セメント比を小さくする。

    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。

    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

    1)小梁の剛性を大きくする。
    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)

      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを
      アークスポット溶接するのが望ましい。

    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。

ＱＬデッキ

柱

柱

QLデッキと梁との接合

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合

      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)

墨　出　し
 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ
　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚
 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。
 ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る
 　　ように敷込む。

 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、
 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。
　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）
 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり
 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。

 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。
 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代
 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０
 　　ｍｍあることを確認する｡

鉄骨梁の場合

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合

敷　込　み

1) 検流計での計測
ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。

（４）溶接工の資格

（５）手順・要領

JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

右の１～４の順に行う。
注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装
　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

梁フランジ板厚：６mm以上
溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)

（２）溶接棒
JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で
棒径４mmφのもの

（３）標準溶接条件 QLデッキ板厚

１.２ｍｍ

１.６ｍｍ

梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）
３.０～４.０×１度打ち
３.０～４.０×２度打ち
３.５～４.５×１度打ち
４.０～４.５×２度打ち

３００～３２０
３００～３２０
３００～３２０
３００～３２０

３３～３５
３３～３５
３４～３６
３４～３６

６～９ｍｍ未満
９ｍｍ以上

６～９ｍｍ未満
９ｍｍ以上

発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ
（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ
（３）標準溶接条件：下表

４     整　　形 上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。

なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。
溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を

１    アーク発生

３  押し込み・溶着

工　　程                 手　　順　・　要　　領

QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を
QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。

溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、
２  QLデッキ焼抜き

１）頭付きスタッド
　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。
　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。

３）焼抜き栓溶接
　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の
　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）

２）打込み鋲
　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。
　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。

焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ アーク手溶接 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ ＣＯ2アークスポット溶接

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き

（１）溶接機
交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。

　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。

       ［例］単位水量　175リットル/ｍ 以下

     　　　　高性能ＡＥ減水剤
　　　　     ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm

3

検　　査

コンクリート打設

(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。
ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

溶接金網
Ｌ1

３
０

横筋 ＱＬデッキ

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上

１５０ ＱＬデッキ(単純支持)
耐火補強筋 Ｄ１３１５０

(単純支持)
ＱＬデッキ１５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁

スパン                      スパン

Ｌ2

φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上

３
０

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下

溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ

になるようレベル保持し、全面に配筋する。

Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。

・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。

耐火補強筋が必要。
ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。

・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による
例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上

Ｅ部 Ｆ部 Ｇ部

※1

この部分の小口は塞がない！
焼抜き栓溶接又は打込み鋲

（フラッシング）現場切断

クローサー
梁耐火被覆

梁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

柱

焼抜き栓溶接又は打込み鋲
φ４－１３　＠６００以下

クローサー

 柱廻り

柱廻りＱＬデッキ切欠き

QLデッキ端部  小口塞ぎ

ＱＬデッキ受材
すみ肉溶接又はドリルねじ

 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向

現場切断（ＱＬデッキ）

QLデッキ受材ＦＢ６５×６等
(APWの場合 ＦＢ６５×９等)

※3

Ｂ部 Ｄ部 Ｄ部

※1

※1

※1※1

又は打込み鋲

梁耐火被覆用面戸

コンクリート
溶接金網又は異形鉄筋

ＱＬデッキ梁耐火被覆 梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

梁耐火被覆
φ４－１３　＠６００以下

５０ｍｍ以上

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲

 梁との間に隙間がある場合

又はドリルねじ
すみ肉溶接

 ＱＬデッキを離した場合

ＱＬデッキ

 ＱＬデッキを連続にした場合

50ｍｍ以上

200ｍｍ以下

Ｂ･Ｈ部

クローサー

 ＱＬデッキを離した場合

ＱＬデッキ

耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

[耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用]

【連続支持合成スラブ】

FP060FL-9095

FP120FL-9107

2

2

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）2

溶接金網又は異形鉄筋
（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

床、２時間耐火

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

３
０

コンクリート厚さ

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

３０

１５０ ８５０
ＱＬデッキ

スパン スパン

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

５,４００N/m 以下

５,４００N/m 以下

４,４００N/m 以下

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００

Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００
９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

φ６－１５０x１５０

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上
３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下

普通又は軽量コンクリート
端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ

焼抜き栓溶接、打込み鋲
又は頭付きスタッド

５０

注2)

注2)

注2)2

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

ＱＬデッキ高さ

耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁

Ｓ梁

支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート2

【単純支持合成スラブ】

２ ２

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

普通コンクリート

耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

溶接金網又は異形鉄筋

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０

普通コンクリート

軽量コンクリート

普通コンクリート

軽量コンクリート

８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

（Ｄ１０－＠２００）

床、１時間耐火

FP060FL-9101

床、２時間耐火

FP120FL-9113

床、１時間耐火
FP060FL-9101

床、２時間耐火
FP120FL-9113

溶接金網又は異形鉄筋
（Ｄ１０－＠２００）

普通コンクリート

普通コンクリート φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０
算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下
８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上

コンクリート厚さ

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＱＬデッキ
３

０

３
０

４
０

耐火補強筋 Ｄ１３

耐火補強筋 Ｄ１３

３０ ３０

普通又は軽量コンクリートまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

又は頭付きスタッド

コンクリート厚さ３
０

焼抜き栓溶接、打込み鋲

耐火補強筋 Ｄ１３ ＱＬデッキ ５０

注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。
注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。
注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。
注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
注５）許容積載荷重Ｗ　算出式

［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５

　：支持スパン（ｍ）

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
22 ３.４２.７

※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。

ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ高さ

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

Ｓ梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）2

耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

１５０  ８５０ ＱＬデッキ(連続支持)

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁

スパン                      スパン
１５０

８５０  １５０ Ｄ１３、長さ１.０ｍ
端部補強筋

８５０

ＱＬデッキ

Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合
ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。

(連続支持)

単純支持連続支持
合成スラブ 合成スラブ

１５０ｍｍ以上
耐火補強筋Ｄ１３

耐火補強筋Ｄ１３
コンクリートのかぶり４０ｍｍ

溶接金網又は異形鉄筋

スペーサー＠１.０ｍ以下

４
０

ｂ部 ｃ部

※2

※2

溶接金網または異形鉄筋
梁に定着

普通コンクリート

普通コンクリート

耐火補強筋 ３０３０ ＱＬデッキ

溶接金網又は異形鉄筋

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

耐火補強筋

４
０

１０

ＱＬデッキ

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向

ｄ部 ｃ部

※2

 ブラケット支持

アークスポット溶接 又は
打込み鋲 ＠６００以下

耐火補強筋

ＳＲＣ梁

３０ｍｍ以上

１０

溶接金網又は異形鉄筋
（梁に定着）

ＱＬデッキ１０
フラッシング

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

ＱＬデッキ受け材

すみ肉溶接又はドリルねじ
φ４－１３　＠６００以下

 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向

ｅ部 ｅ部
※2

耐火補強筋

 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り納まり

３０ｍｍのみ込み

梁幅

ａａ

１０ｍｍ以上 梁幅 ＱＬデッキ 柱型枠

フラッシング

すみ肉溶接又はドリルねじ
φ４－１３　＠６００以下

QLデッキ切断、柱へののみ込みなし

コンクリート止め 木材等
QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなし

開口部補強案

Ｌ

C)開口が連続している場合
連続する開口の開口群(仮想開口)と
見なし、その開口部の大きさにより、
2)又は3)に準じて補強を行う

仮想開口

ｗ

１）開口がφ１５０程度の場合
  A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径

開口補強筋Ｄ１０
耐力補強筋 ２）に準ず

開口補強筋Ｄ１０

開口補強筋Ｄ１３

３）ｗ＞600mmの場合

耐力補強筋

Ｌ

耐力補強筋
ｗ

開口補強筋Ｄ１０

開口部

ａt＝

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント

ａd又はａtの大きい方

耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ
ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様で
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された
　　場合の切断された耐火補強筋の本数

小梁補強
コンクリート箱抜き
コンクリート硬化後

開口部

ｗ

Ｌ開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０

開口
部

Ｍ
ｆt･ｊ

ｗ

≧４０･Ｄ

2

2

ＱＬデッキを切断

耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）

２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下

（Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。
※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」

耐火仕様①

　　　合成スラブ工業会仕様

□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板)[□Y18 □Y27]
□亜鉛めっき   　  　　　   　  [□Z12 □Z27]

*1
□裏面防錆処理(一次塗装)　 ＱＬプライマー(P)

□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

 種  　　　     類
 設 計 基 準 強 度

 □ 溶 接 金 網
 □ 異 形 鉄 筋

 □普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート
 □１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

 □６０　□７０　□８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　）

□φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００
　□Ｄ１０-２００×２００　□（　　　　　　　　）

2

　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　 　材　　質　　

（ □１種　　□２種 ）

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

ｍｍ 厚さ(QLデッキ山上)

□焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による
□打込み鋲      　 接合箇所は特記による
□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２JIS B 1198 各長さ・ピッチは特記による

接　　　合

材料／溶接金網・異形鉄筋

材料／コンクリート

 支 保 工 有 無

 □ 無    □ 有 
 その他：

連　続　支　持
単　純　支　持

そ　　の　　他
 □指定なし

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間
 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７

耐　　　火

特　　　記

□そ　　の　　他

※最小長さはデッキ高さ＋３０ｍｍ以上とする。

*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）

※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照

付帯条件

に支持されるものとする。
 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　)※

※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。□

アクセサリー

フラッシング

クローサー

Ｗ（１００～２５０） ２５

13
.5

ハンガー金具

４
０

１８５

２
８

１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要

焼抜き栓溶接 Ａw

大梁

デッキプレート幅方向

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

大梁上大梁上
ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-５０

デッキプレートスパン方向
「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下
１.５Ｑa

DＱ
Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D

Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ
１.２　  　　　４,９００

板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)

焼抜き栓溶接

（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる）

（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる）

(1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況

施工時許容スパン表（デッキプレートの検討）
注１：普通コンクリート、D10-200×200、表面処理が亜鉛めっきの場合

注２：表を超える場合は、別途支保工が必要です。

板厚(mm)

支
持
条
件

単純(内法)

２連続

３連続

QL99-50

【単純支持】

【連続支持】

S造・施工時のスパンの取り方

単純(内法)

２連続

３連続

QL99-75

スパン

スパン スパン

板厚(mm)
ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)

支
持
条
件

1.2

2.52

3.39

3.13

1.6

2.75

3.67

3.41

60

2.47

3.32

3.06

2.69

3.62

3.34

1.2 1.6

2.42

3.26

3.00

2.64

3.55

3.28

1.2 1.6

2.38

3.18

2.95

2.59

3.49

3.22

1.2 1.6

2.33

3.09

2.89

2.55

3.43

3.16

1.2 1.6

(単位：ｍ)
70 80 90 100

3.31

3.91

3.79

3.62

4.31

4.06

1.2 1.6

3.25

3.80

3.74

1.2 1.6

4.00

4.25

3.55 3.19

3.70

3.69

3.49

4.19

3.95

1.2 1.6

3.13

3.60

3.64

3.43

4.14

3.90

1.2 1.6

(単位：ｍ)

3.08

3.52

3.60

3.38

4.09

3.85

1.2 1.6
60 70 80 90 100

２０２０／１０／１５

Ａw ＝（　300　）mm
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-- --
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履歴

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

矢野 孝義

一級建築士

登録第242755号

管理建築士

総合設計株式
会社

アスカ・村林特定建築設計共同企業体
完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

日付

村林建築設計事務所

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

A1  NON
A3  NON

ｆ

1)　　　　部は、たわみで決定する範囲を示す。

２,９１０

３,０９０

３,０３０

３,０５０

３,０７０

３,１２０

２,９４０

３,０００

３,０４０

2

JIS G 3302｢溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯｣
降伏点205N/mm 、引張強さ295N/mm 以上

Ｗ＝Ｗ ＋ Ｗ ＋ Ｗ

施　工　条　件　な　ど

施工割増係数（支持梁がＲＣ造またはＳＲＣ造の場合）

設計荷重 Ｗ

敷き幅

（50,120）

44

15

20

210210 210

エンボス

630

75

補強支保工 コンクリート止め

プレートまたは山形鋼等

プレートまたは山形鋼等

落下防止金物

リブ間リブ間

プレートまたは山形鋼等
フラット部分

リブ部分

コンクリート止め コンクリート止め

コンクリート止め

大引

※リブとリブの間が切断される場合 ※リブが切断される場合

210 210

開口部

付着量記号
最小付着量

種類記号
亜鉛めっき(Z12)

製 品 質 量 断　面　性　能
型　　式

内　　　　　　　　　　　　　　　容項　　目

［kg/ｍ ］ ［x10 ｍｍ /ｍ］ ［x10 ｍｍ /ｍ］

85 120

記 号 説 明

支柱
●支保工間隔　： 　Ｌ

ＬＬ

　スラブスパン： ２Ｌ

（単位：ｍｍ）

３００

２５０

２００

１９０

１８０

１７０

１６０

１５０

１４０

１３０

１２０

３００

２５０

２００

１９０

１８０

１７０

１６０

１５０

１４０

１３０

１２０

３００

１４０

２５０

２００

１９０

１８０

１７０

１６０

１５５

１５０

１４５

１３５

１３０

１２５

１２０

３００

２００

２５０

１９０

１８０

１７０

１６０

１５５

１５０

１４５

１４０

１３５

１３０

１２５

１２０
スラブ厚S(mm)

板厚 t ０.８ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ０.８ｍｍ板厚 t
スラブ厚S(mm)

α=1.5α=1.25α=1.0

２,３６０

２,４１０

２,５１０

２,６９０

２,８３０

２,３３０

２,５００

２,７２０

２,７５０

２,７９０

２,８２０

２,８６０

２,５４０

２,４９０

２,２９０

２,９４０

２,９７０

３,０１０

３,０８０

２,９００

２,９４０

２,９８０

２,０８０

２,２４０

２,４４０

２,４９０

２,５７０

２,９７０

３,５００

３,６３０

３,７７０

３,９２０

４,０８０

４,２６０

４,４５０

４,６７０

３,８５０

４,４３０
３,８５０

４,３９０

４,７７０

４,８５０

４,４８０

４,８１０

２,５７０

２,９７０

３,５００

３,６３０

３,７７０

３,９２０

４,０８０

４,２１０

４,３１０

４,４１０

４,５２０

２,２２０

２,５７０

３,０６０

３,１８０

３,３１０

３,４５０

３,６００

３,７７０

３,９５０

４,１５０

４,３７０

３,３３０

３,８５０

４,５７０

４,７５０

４,４２０ ３,３３０

３,８５０

４,４６０

４,５４０

４,６４０

４,７３０

４,８３０

４,１７０

４,４８０

４,８８０

２,２２０

２,５７０

３,１８０

３,３１０

３,４５０

３,６００

３,７７０

３,９５０

４,１５０

４,２７０

２,２４０

２,４００

２,６１０

２,６５０

２,７００

２,７６０

２,８１０

２,８４０

２,８７０

２,９００

２,９４０

２,９７０

３,０１０

３,０４０

３,０８０

２,０４０

２,１９０

２,３８０

２,４２０

２,４７０

２,５２０

２,５７０

２,６００

２,６３０

２,６５０

２,６８０

２,７１０

２,７５０

２,７８０

２,８１０

２,７９０

３,０６０

３,１３０

３,１６０

３,２００

３,２２０

３,２５０

３,２７０

３,２９０

３,３１０

３,３４０

３,３６０

３,３９０

２,６９０

２,８１０

２,９５０

２,９８０

３,０２０

３,０６０

３,０９０

３,１１０

３,１３０

３,１５０

３,１８０

３,２００

３,２２０

３,２５０

３,２７０

２,５００

２,６９０

２,８４０

２,８７０

２,９００

２,９４０

２,９７０

２,９９０

３,０１０

３,１００

３,１４０

２,７５０

２,７８０

２,２９０

２,４５０

２,６６０

２,７１０

２,８１０

２,８３０

２,８５０

２,８７０

２,８９０

２,９１０

２,９３０

２,９５０

２,９８０

２,０００

２,１５０

２,３４０

２,３８０

２,４２０

２,４７０

２,５２０

２,５５０

２,５８０

２,６１０

２,６４０

２,６７０

２,７００

２,７３０

２,７６０

１,８６０

２,０００

２,１８０

２,２３０

２,２７０

２,３２０

２,３７０

２,４００

２,４２０

２,４５０

２,４８０

２,５１０

２,５４０

２,５８０

２,６１０

２,１２０

２,５９０

２,６４０

２,７００

２,７３０

２,７５０

２,７７０

２,７９０

２,８１０

２,８３０

２,８５０

２,８７０

２,８８０

２,９００

２,９２０

２,９６０

２,９９０

３,０１０

３,０４０

３,１１０

３,１３０

２,８７０

３,０２０

３,０４０

３,０６０

３,０９０

３,１１０

３,１３０

３,１６０

２,６６０

２,７９０

３,１５０

３,１７０

３,２００

３,２２０

３,２５０

３,２７０

１,９００

２,０４０

２,２３０

２,２７０

２,３２０

２,４４０

２,４７０

２,５００

２,５３０

２,５６０

２,５９０

２,６３０

２,６６０

２,５４０

２,５９０

２,６４０

２,６７０

２,７００

２,７４０

２,７７０

２,８００

２,８４０

２,８７０

２,９１０

３,０６０

１,６４０

１,７６０

１,９１０

１,９４０

１,９８０

２,０６０

２,０８０

２,１００

２,１３０

２,１５０

２,１８０

２,２００

２,２３０

２,２６０

１,５２０

１,６４０

１,７８０

１,８２０

１,８５０

１,８９０

１,９３０

１,９６０

１,９８０

２,０００

２,０３０

２,０５０

２,０８０

２,１００

２,１３０

２,０２０

（単位：ｍｍ）

2

開口部

 ３ 断面応力・たわみの計算

 ２ 製 品 仕 様

 ５ 施工の要点

エンドクローズ形状

製　品　形　状

 4 作業床

 1 保　管

 3 敷込み

 2 吊り込み

種類の記号および材料

Ｉ Ｚ

ＪＦ７５-０８ 18.712.6

ＪＦ７５-１０ 15.7

ＪＦ７５-１２ 18.7

ＪＦ７５-１４ 21.8

ＪＦ７５-１６

スラブ厚さ別許容スパン早見表［施工時作業荷重1,470N/m 、施工割増係数考慮］ 中間支保工を設ける場合の許容スパン早見表［施工時作業荷重1,470N/m ］

1)上表の数値は、中間支保工を設ける場合のＪＦ７５リブの許容支圧

許容支圧荷重（N/m）

0.8

ＪＦ７５ (幅1m当たり)

ＪＦ７５板厚（mm）

スパンＬの取り方

Ｌ ＬＬ

デッキ長さ デッキ長さ

 １ 型式・質量および断面性能

ＪＦ７５の設計・施工は、(社)公共建築協会「平成18年版 床型枠用鋼製デッキプレート(フラットデッキ)設計施工指針

 ４　納まり例

終端始端

30以上

デッキプレート割付け幅

敷込み方向

40以下

85

50以上
～340以下

630 x n

210210

30以上
30以上

かかり代 50

オフセット寸法

始端

敷込み方向
30

終端

30以上
50
かかり代 30

継ぎ筋調整プレート

50以上
～340以下

630 x n

30

オフセット寸法
40以下

始端 デッキプレート割付け幅

敷込み方向
のみ込み代 10

630 x n
～360以下

100以上

30以上
のみ込み代10

終端

85
のみ込み代 10

横さん木 50x25
オフセット寸法

40以下せき板
t=12 縦さん木 50x25

＠600以下

スクリュー釘 ＠210
釘又は、

デッキプレート割付け幅

 4-1　割付け
(１)鉄骨造（Ｓ造）

(３)ＲＣ置きスラブ（地中梁）

（２）鉄筋コンクリート造（ＲＣ造） 鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ造）

継
手
プ

レ
ー
ト

梁

梁

柱

アークスポット溶接又はすみ肉溶接

現場切断

溶接 210ピッチ

かかり代 50

継手プレート

梁

現場切断

は現場切断

※柱コーナーおよび継手プレート部の切断は現場加工

(ｂ) (ｃ)

支保工

大引

支保工スパン 支保工スパン
スラブスパン

ＪＦ７５

 4-2　各所の納まり 4-3　中間支保工設置

(１)Ｓ造継手プレート部の納まり

(７)Ｓ造床板と梁に段差のある場合

(２)Ｓ造斜め梁の納まり

(４)Ｓ造柱廻りの納まり (５)Ｓ造水平ハンチの納まり

(６)Ｓ造梁の段差（レベル差）がある場合

敷込み方向

柱

梁

630

630

30以上

50以
上

かかり代

※柱コーナー切断は現場加工

かかり代
梁

梁

柱

630 630

エンドクローズ
120

75ＪＦ７５

JF75

 4-4　開口部納まり例

Ａ)コンクリート硬化後に開口部切断  　                   Ｂ)コンクリート打設前に開口部切断

コンクリート止め
落下防止金物

開口部

開口部 落下防止金物

63
0

Ａ

落下防止金物

コンクリート止め

コンクリート硬化後

断面

Ａ部詳細

（幅630mm）

ＪＦ７５

ＪＦ７５切断

ＪＦ７５

平面

補強支保工
大引

□(　　　　　　   　　)[ 　　kN/m　]
□ 普通コンクリート[ 24kN/m　]　　 　□ 軽量コンクリート[ 20kN/m　]

□(　　　　 N/m　)[             　　　　]
施工時作業荷重

2
［ｍｍ］
板厚

[kg/枚/ｍ] 4 4 3 3

SGHC
SGCC

（両面）
2[g/ｍ  ]

使　　用　　材　　料

JIS G 3317｢溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯｣
降伏点205N/mm 、引張強さ295N/mm 以上

2 2

2

2Ｗ ：フラットデッキ自重        Ｗ ：作業荷重(下記)3

Ｗ ：スラブ自重＝（スラブ厚）×（鉄筋コンクリート単重）11 2 3

2

2

2

33

3[鉄筋コンクリート単重]
コンクリート

施工状況の種類 施工割増係数(α)

ＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、荷重条件、施工条件等の適切な設定、管理に

9

０.８ｍｍ １.２ｍｍ１.０ｍｍ１.６ｍｍ１.４ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ ０.８ｍｍ

普
 通
 
コ
 
ン
 
ク
 
リ
 ー

 
ト

3kN/m

kN/m3

軽
 量
 
コ
 
ン
 
ク
 
リ
 ー

 
ト

3kN/m

普
通
コ
ン
ク
リー

ト

kN/m3

軽
量
コ
ン
ク
リー

ト

2

調整プレート 調整プレート

か
か
り
代

梁柱

（現場加工）

63
0

30
以

上

75

斜

め

梁

斜め切断

ＪＦ７５

現場切断

大引

サポート

(３)ＲＣ、ＳＲＣ造斜め梁

製品長さ

50、120 mm 　     1000～4900 mm

製品長さエンドクローズ長さ

2

(施工)
特　記

 δ：最大たわみ　　　　　　　　　   　　 （ mm ）
 C ：たわみ算定用係数　（C=1.6）

 L ：スパン 　　　　　　　　　　　　　 　 （ m ）
　E=2.05×10  N/mm 

 α：施工割増係数[ 別表参照 ]

ｂ ｂ

 σ：曲げ応力度　　　　　　　　　　　    （N/mm ）
ｆ ：許容曲げ応力度　ｆ = 205              （N/mm ）
 M ：最大曲げモーメント                  （N･mm/m）
 Z ：断面係数（有効幅５０ｔ考慮）  　　   （mm /m）

 W ：設計（上載）荷重                      （N/m ）

 E ：鋼材のヤング係数                     （N/mm ）
 I ：断面２次モーメント(全断面有効)      （mm /m）

 Ｐ：ＪＦデッキリブ支圧荷重　　　　　 　 　　 (N/m)
Ｐa：許容支圧荷重[ 別表参照 ]　　　　  　  　(N/m)

4

2

2

25

3

2

柱廻りのデッキプレート受け材 FB-50x6等

デッキプレート受け FB-50x6等

柱廻りのデッキプレート受け材 500～900ピッチ

デッキプレート受け FB-50x6等

デッキプレート受け FB-50x6等

デッキプレート受け
デッキプレート受け (フラットバー)
 FB-50以上

デッキプレート受けデッキプレート受け

(ａ)

JF75デッキプレート受け（別途）
L-75x75x6等

(１)一時的な作業床で使用することも考えられるが、板厚が0.8～1.0ｍｍのデッキ

□ その他（　　　                       　　　　　　　　　　　　）

　　　Z27、Y18及びその他製品については、事前にご相談下さい

  荷重によって決まる許容スラブスパン２Ｌを示す

2)ＲＣ造またはＳＲＣ造において梁側板型枠でＪＦ７５を支持
　する場合、スラブスパンが３.０ｍを超えるときは中間支保
　工を設けることを原則とする

3)ＪＦ７５製品仕様の最大長さは４.９ｍ

幅方向の割付けは、標準品（６３０幅）をベースに割付ける
始端・終端調整には役物、調整プレートを使用する

(１)敷込みとの関連を考えて保管場所を決める

(２)薄板製品であることを十分認識し変形に注意する

(１)骨組の組立順序との関連を十分検討する

(２)壁、パネル等の取り付け作業との関連を十分検討する

(３)クレーンの揚重能力の検討、パレットを用いる等安全対策を検討する

(４)揚重枚数と敷込み順序の関係等検討する

(１)始端かかり位置、中間位置(JF75、５枚位の位置)終端位置をマーキングする

(３)２枚目以降は最初のデッキプレートに倣うので最初の位置決めを正確に行い、

　　確実に梁に固定する(落下防止等安全対策)

(４)かかり寸法は厳守する

　　プレートの場合は、接合部分の変形、破損しやすいので避ける

　　を敷く等の措置により受圧面積を大きくする

(２)受圧面積が極端に小さい集中荷重は避ける。集中荷重がかかる場合は、厚板等

(４)資材等の仮置は避ける。止むを得ず仮置する場合は、デッキプレートに負担が

　　かからないよう十分配慮する。特に0.8～1.0ｍｍは注意する

　　する

(２)打設は、コンクリートの山（集中荷重）をつくらないようにする

(５)敷込み後は速やかに溶接等で固定する

(３)油等コンクリートに有害なものは、コンクリート打設前までに取り除く

(１)打設は打設荷重等の施工荷重を極力低減するようにし、過荷重には十分注意

配線・配管・空調ダクト等の開口部の施工は、原則として下Ａ図のようにあらかじめ型枠で囲い、コンクリート打設
硬化後にデッキプレートを切断する。開口部の大きさにより、デッキプレートとコンクリートが剥離する恐れがある

   打設
 5 ｺﾝｸﾘｰﾄ

SZAHC
SZACC

24.9

206

232

180

150

120

24.4

29.4

34.4

39.3

9.88

7.95

11.8 

13.7 

15.7 

□ Z27

□ Y18

120

275

180

□

□

□

□

0.8
1.0
1.2
1.4
1.6

項　　　　　目         算　　定　　式

(２)割付方向は図面に従い、間違いの無いようにする

場合、切断部周辺に「落下防止金物」を取り付ける

断面応力・たわみの計算は、一般に単純支持梁モデルを用いて計算する
算定式および許容値は、下表とする

（注）断面性能のＩは、断面2次モーメント(全断面有効)、Ｚは断面係数(有効幅考慮50t)を示します

より施工上の安全性が確実に確保される場合

１.２ｍｍのフラットデッキを使用する場合

を使用する場合

施工の要点は、下表のとおりとする
特殊なケースの場合は、その都度施工法を十分に検討し施工すること

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

曲げ応力

[RC・SRC造]

[ S  　造 ]
WL

8Z

2
M

Z
σ＝     ＝  　 x10 ≦ｆ

3
b

WL2
M 3

Z 8Z
b

α

C5WL4

384EI
Lx10 3

180

Ｐ＝ ＷＬ ≦ Ｐa

σ＝     ＝  　 x10 ≦

δ＝　　 　×10 ≦      ＋5

支 圧 耐 力 (N/m)

た　わ　み (mm)

(N/mm  )2

１．５

１．２５

１．０

24

20

20

24

施工割増係数

施工状況の種類建物の構造
ＲＣ・ＳＲＣ造
施工状況の種類

Ｓ造、ＲＣ・ＳＲＣ造 ＲＣ・ＳＲＣ造

デッキプレート受けは、設計荷重を十分支持可能な部材及び取付方法とする

9,800 14,700 19,600

1.0 1.2 l類以外のＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、板厚０.８ｍｍのフラットデッキ

l類以外のＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、板厚１.０ｍｍまたは板厚

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００ ４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００ ４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

□  　 類

□  　 類

□     類

I

II

III

  類[施工割増係数：α=1.0]I   類[α=1.25]    類[α=1.5]II III

  類   類    類IIIIII

デッキプレート受けのサイズは監理者の承認を得て決定すること

・同解説」による。 ＪＦ７５評価番号 [評価 第911-01009003号]

595 615

595

62
562
5

625

625

カンザシアングル

さん木

せき板

ＳＲＣ造 先行敷きの場合

デッキプレート受アングル

630xn
30以上 30以上

リブ間 100以上

A0タイプ

(４)終端役物の有効幅

 85 mm　　　　    1000～4900 mm

２０１９／１１／０１

A0 タイプ A0 タイプ

A0 タイプ

有効幅 595～520

場合に使用。(L＝350～1,200mm)

B0 タイプA0 タイプ
500625

205 210 210 80 210 210

C0 タイプ D0 タイプ
560495

205 210 145205 210 80

キーストンプレートキーストンプレート
割付け幅 620

50 4030 90
製 品 質 量有効幅考慮 全断面有効 原則として、デッキ長さが1,000mm未満の

25断面係数板 厚 断面２次モーメント 亜鉛めっき(Ｚ１２) 亜鉛めっき(Ｚ２７)
4 433mm kg/m kg/m Ｉｘ10 mm /mＺx10 mm /m 40 ※板厚：0.8mm  

９．８００.８ ５．８９ ６．０７１２．２ 製品幅 650

役物デッキプレートキャンバー

接合部詳細図

調整プレート
1000～4900mm W

t

t  × w  ×  L5～10mm
1.2×200

2000≒水抜き孔 ＠   600 1.2×300 × 1000
1.6×400

(注)
  RC梁型枠用調整プレートには
　釘孔加工(＠600mm)有り

■

ＪＦ７５　設計・施工標準

ＪＦ７５　設計・施工標準

構-11

製作日

ファイル名

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
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製作日

余長≧e（はりB） 

余長≧e（はりB） 

隅肉溶接仕様斜め切断有り斜め切断無し

余長≧e（はりC）

余長≧e（はりC）

余長≧e（はりC）

余長≧e（はりC）

柱頭部 斜め切断傾斜はり段違い形式はり

部材記号

NDコア
斜め切断有り斜め切断無し

余長≧e（はりB） 

斜め切断（勾配）数量(個)
※1

設計記号長さ(mm)

130×130

155×155

170×170

220×220

270×270

310×310

130×PL

155×PL

170×PL

220×PL

270×PL

310×PL

配は45°以下とすること

小口が傾斜している面では、低い位置を基準として最小余長e、最小長さｌを確保する。

c)柱頭部上部を斜め切断仕様とする場合は、それぞれの接合面に対応する小口において、最小余長e、最小長さｌを確保する。

最小余長e、最小長さｌは柱はりの組合せで決まっている寸法であり、｢設計・施工標準仕様書【柱はり組合せ編】｣を参照する。

a)NDコアの長さLは、取付く各はり（最大で4方向）全てに対して、最小余長eを確保し、かつ最小長さｌ以上となるようにする。

d）柱頭部の斜め切断の勾配は45°（10寸勾配）以下とする。　

≧ｌ（はりC）

≧ｌ（はりB）

≧ｌ（はりC）

≧ｌ（はりB）かつ

≧ｌ（はりA）かつ

≧ｌ（はりC）

≧ｌ（はりB）かつ

≧ｌ（はりA）かつ

L≧ｌL≧ｌ
L≧ｌL≧ｌ

ND200・ND250・ND300で15mm程度

端あきはND150・ND175で10mm、

310×310

270×270

220×220

170×170

155×155

130×130

柱頭切断角　最大45°

※開口を設ける場合は、断面欠損を考慮し、板厚を割増すことが望ましい。

※開口位置・大きさについては、どぶ付けめっきメーカーと相談して決めることが望ましい。

はり芯が斜めの場合（柱径＝はり幅）中柱中柱隅柱･側柱

余長大

スロープ部バルコニー部の段差はり下端の段差一般部 かさ上げ材切欠き 余長を大きく取る 補強プレートを厚くする場合

4隅大中央大+4隅小

桁部（斜め切断）

※)柱頭上部の斜め切断の勾

桁部棟部陸屋根

(mm)

溶接サイズ板厚

(mm)

寸法

(mm)

板厚

(mm)

寸法

(mm)

NDコア

部材記号

ND150

ND175

ND200

ND250

ND300

ND350

ルート1-1

ルート1-2

ルート2

ルート3

通しダイアフラム形式のBCR295と同様にフレーム

設計が可能。

通しダイアフラム形式のBCR295と同様にフレーム

設計が可能。

ただし、NDコア使用部においてパネル崩壊が生じな

いため、柱・はり耐力から崩壊形を判定して、フレー

ム設計を行う。

崩壊形の判定に影響しない、柱頭部については、

特別な検討は不要である。

余長≧e

余長≧e 余長≧e

余長≧e

柱頭部中間階部

ND250～ND350ND150～ND200

-2.0 

+2.0 

SN490B 

（mm）（kg/m）

単位質量

(mm)公差(mm)部材記号

150～

※4
材質長さ範囲板厚t※2

外径B

-0 

+3.0
ND350

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

36033.8352ND350

が望ましい。 

※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため、はり取付時はグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること。

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応。

※3

端あき

端あき

すること。

設計・施工マニュアル」および関連規基準に従うこと。

書・同解説　ＪＡＳＳ６鉄骨工事」、（財）日本建築センター「2008年版冷間成形角形鋼管

・本仕様書に記載の無い事項は、「NDコアカタログ」の他、日本建築学会「建築工事標準

・本仕様書は別紙「NDコア設計・施工標準仕様書【柱・はり組合せ編】」と合わせて使用

（４）スロープ

補強プレート厚肉化
かさ上げ材切欠き

規基準等に従う。

・デッキプレートの乗せ代は、デッキの

・受け材の板厚は6mm以上とする。

受けを取付けて対応する。

・通しダイアフラムが無いため、デッキ

デッキ受け材（板厚6mm以上）

（８）補強プレートどぶ付けめっき用開口

（７）NDコアと屋根用かさ上げ材の納まり

（６）デッキプレート納まり

（２）一般部

（５）柱頭部

補強プレート取り付け仕様

≧12

≧6

≧9

≧12

≧6

材質：SN400A,B,C、SS400、SM400A,B,C

≧9

高力ボルト接合 

または 

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

行う。

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

PL

余長≧e（はりA） 

余長≧e（はりA） 

余長≧e（はりB） 

NDコア長さL

かつ

余長≧e（はりA） 

トを準備する。 

等適切に処置する。

d)NDコアとはりとの接合の際、NDコア製作時の溶接余盛とはりが接触する場合は、グラインダで平滑に仕上る

□斜め切断　（　　　）度，寸

□斜め切断　（　　　）度，寸

□斜め切断　（　　　）度，寸

c)柱頭部を斜め切断すると、NDコア小口面の長さが増加するため、右図を参考に、実状に合わせて補強プレー

３．鉄骨躯体の設計方法

柱頭切断角以下 

補強プレート 

はり傾斜角

d)どぶ付けめっきのため補強プレートに開口を設ける場合は、断面欠損を考慮し、板厚を割増すこと

(mm)(mm)

板厚寸法

補強プレート仕様

≧12

≧6

≧9

a)柱頭部では、NDコア小口面に下表に示す補強プレートを取り付けること。

c)柱頭部を斜め切断した場合は、はりの傾斜は切断角度以下とする。 

≧12

≧6

ND300

ND150

ND175

材質：SN400A,B,C、SS400、SM400A,B,C

ND250

ND200

≧9

(mm)(mm)

板厚寸法

（2）柱頭部仕様

断面形状

69.8

【NDコア長さＬの採り方例】

余長≧e

余長≧e

（３）段違い形式はり

（１）はり取り付け位置

５．ＮＤコア納まり例

高力ボルト接合 

または 

b)全周隅肉溶接は右表に示す溶接サイズで、490N級の溶接ワイヤを用いて行う。 

a)柱頭部は、NDコア小口面に右表に示す仕様の補強プレートを全周隅肉溶接により取り付ける。

NDコアの角部分と裏当て金に隙間が生じたときは、隙間を溶接で埋めて本溶接を行う等適切に処置する。 

c)NDコアは、NDコア小口面から余長eを除いた全ての部分ではりの取り付けが可能だが、はり外面合せの場合、

特記の無い限りは25mmとする。

b)NDコアとはりの接合はNDコア小口面から余長e以上を確保して接合する。余長eは別紙「柱はり対応表」にて

たは高力ボルト接合とする。

a)NDコアと柱およびはりフランジとの接合は完全溶け込み溶接とし、NDコアとはりウェブとの接合は隅肉溶接ま

技術指針」、および（財）日本建築センター「2008年版冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアル」による。 

b)記載なき事項については、（社）日本建築学会「建築工事標準仕様書・同解説　ＪＡＳＳ６鉄骨工事」、同「鉄骨工事

術者が行う。 鉄骨製作に関し特に確認すべき事項については「ＮＤコア鉄骨加工要領書」に示す。 

a)NDコアと柱およびはりとの接合は鉄骨製作業者が行い、施工管理は鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理技

≧12

≧6

≧9

４．ＮＤコア鉄骨製作要領

（３）柱頭部補強プレート取り付け方法

（２）接合方法

（１）鉄骨製作方法 補強プレート

コアは適用範囲においてパネル崩壊とならないため、柱はり耐力比から崩壊形を判定して保有耐力の検討を

フローに従って、部材の設計、架構解析、耐力の確認等を行う。ただし、ルート３を用いて設計をする場合、ND

c)NDコアを用いた柱およびはり等の鉄骨フレームの設計については、下記の規基準等によるものとし、通常の設計

置換して、鉄骨フレームの設計を行うことができる。 

b)NDコアを用いた柱はり接合部では、通しダイアフラム形式の架構と同様に節点を剛とし、柱およびはりを線材

おり、あらためて接合部の検討は不要である（【柱はり組合せ編】参照）。 

a)NDコアは柱・はり組合せ表の範囲において柱、はりに対して、許容応力度設計、保有耐力接合条件を満足して

　・（財）日本建築センター「2007年版建築物の構造関係技術基準解説書」

　・平成20年5月23日施行改正建築基準法

　・同「2008年版冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアル」

　・平成19年国土交通省告示第593号、第594号、第595号、第596号

b)はりに傾斜がある場合には、はり取り付き部の長さの増加を加えてNDコア長さを設定すること。 

X 

10 はりB,はりCの小口基準面

傾斜はり・斜め切断 

NDコア長さL

はりC 

はりB 

はりA 

段差はり 

余長≧e（はりA） 

はりC 
はりB 

はりA 

・一般構造用角形鋼管（JIS G 3466） STKR400 

・建築構造用冷間成形角形鋼管　BCR295

b)適用するはり材の材質および規格：下記規格のH形鋼 

ｔ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ｔ

□斜め切断　（　　　）度，寸

□斜め切断　（　　　）度，寸

□斜め切断　（　　　）度，寸

□斜め切断　（　　　）度，寸

□斜め切断　（　　　）度，寸

※1　設計記号は、部材記号-長さ(mm)で記入する。　（例）ND300-600、ND200-550

ND250

ND200

265

184

124

85.1

（１）NDコア長さLの設定方法と注意点

29.0302ND300

24.0

22.0

252

202

※2　コラムとの食い違い防止のため、NDコアの外径Bを基準寸法としている。

a)適用する柱材の材質および規格

17.0

16.5

177

152

（１）NDコアの形状寸法および重量

ND175

ND150

２．NDコア仕様の決め方１．ＮＤコア仕様

・溶接構造用圧延鋼材（JIS G 3106） SM400A,B

・一般構造用圧延鋼材（JIS G 3101） SS400

・建築構造用圧延鋼材（JIS G 3136） SN400B,C

部材記号

（２）適用する柱およびはり材

（財）ベターリビング評定　CBL SS005-14(平成27年1月15日付)

JIS G 3136

130×PL

155×PL

170×PL

220×PL

270×PL

310×PL

b)柱頭部を斜め切断する場合は、片流れの切断とし、切断角度は45°以下とする。
□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350

角形鋼管柱・Ｈ形鋼はり接合工法 ＮＤコア設計・施工標準仕様書【基本仕様編】

履歴

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

矢野 孝義

一級建築士

登録第242755号

管理建築士

総合設計株式
会社

アスカ・村林特定建築設計共同企業体
完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

日付

村林建築設計事務所

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

A1  NON
A3  NON

ＮＤコア設計・施工標準仕様書（１）

構-12ファイル名

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士 2020-022

代表設計者

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

設計者

一級建築士大臣登録第177256号

村林弘章

本図(仕様書)に記載された事項は、構造関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄 構造設計一級建築士

サンベース株式会社一級建築士事務所
一級建築士 第345781号
構造設計一級建築士第9987号　　中田謙一
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（財）ベターリビング評定　CBL SS005-14(平成27年1月15日付)
・本紙は、「NDコア設計・施工標準仕様書【基本仕様編】」および「ND

角形鋼管柱・H形鋼はり接合工法

コア設計・施工標準仕様書【柱・はり組合せ編】」と合わせて使用す

ること。

H-100Ｘ50Ｘ5Ｘ7

H-125Ｘ60Ｘ6Ｘ8

H-150Ｘ75Ｘ5Ｘ7

H-175Ｘ90Ｘ5Ｘ8

H-198Ｘ99Ｘ4.5Ｘ7

H-200Ｘ100Ｘ5.5Ｘ8

H-248Ｘ124Ｘ5Ｘ8

H-250Ｘ125Ｘ6Ｘ9

H-298Ｘ149Ｘ5.5Ｘ8

H-300Ｘ150Ｘ6.5Ｘ9

H-346Ｘ174Ｘ6Ｘ9

H-350Ｘ175Ｘ7Ｘ11

H-396Ｘ199Ｘ7Ｘ11

H-400Ｘ200Ｘ8Ｘ13

H-446Ｘ199Ｘ8Ｘ12

H-450Ｘ200Ｘ9Ｘ14

H-496Ｘ199Ｘ9Ｘ14

H-500Ｘ200Ｘ10Ｘ16

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

150

200

250

300

350

150

200

250

300

350

150

200

250

300

350

150

200

250

300

350

150

200

250

300

350

200

270

310

300

350

396

400

細幅

系列

200

250

345     35

350

400

200

250

303

373

400

200

280

300

350

400

200

250

310

350

400

200

250

325

350

400

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

446

496

546

450

500

550

150 150 150 150 150 150

335

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

248

250

298

300

348

H-596Ｘ199Ｘ10Ｘ15

H-600Ｘ200Ｘ11Ｘ17

646

650 650 650 650 650 650 650 650

232 225

175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175

225 225 225 225 225 225 225 225 225 225

248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248

298 298 298 298 298 298 298 298 298

348 348 348 348 348 348 348 348 348 348 348

396 396 396 396 396

225 225 225 225 225 225 225

248248248248248248248

298298298298298298298

348348348348348348348

396 396 396 396 396 396 396 396

446446446446446446446

496496496496496496496

546546546546546546546

646646646646646646646

・組合せ表の最小長さｌ、最小余長eは、はりの短期降伏耐力をはり全断面を有効として設定している。

・ＮＤコアの標準的な納まり等は、｢NDコア設計・施工標準仕様書【基本仕様編】｣に記載している。

使用する柱（横軸）、はり（縦軸）を選択し、NDコアの必要最小長さｌと余長の必要最小寸法e　 を確認する。

・柱材：BCR295およびSTKR400の冷間ロール成形角形鋼管

・はり材：400N級（SS400、SM400、SN400B・C等）のJIS G 3192記載のH形鋼

・最小長さｌ：柱はり組合せで決まるNDコアの最小長さ

・最小余長e：確保する余長の最小値

※2　コラムとの食い違い防止のため、NDコアの外径Bを基準寸法としている。

※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため、はり取付時はグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること。

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応。

※1　記載の無い場合は25mmとする。記載がある場合、数値以上の余長を確保する。

・NDコア長さL：NDコアの長さ

・余長：ＮＤコア小口面から はりフランジ端面までの距離

３．注意点

１．表の見方
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4．NDコア最小長さｌと余長e

4-1．ND150～ND200

4-2．ND250～ND350
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柱
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必要長さｌ、必要寸法e

柱
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余長≧e 
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余長≧e

L≧ｌ
はりA

余長≧e（はりA）

L≧ｌ（はりA）かつ

はりB

余長≧e（はりA） 

L≧ｌ（はりB）

２．ＮＤコアの形状および寸法

Ｂ

ND150

ND175

152

175

部材記号

板厚t
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17.0
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24.0

ND300 302 29.0
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断面形状※2

ND350 352 33.8
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-0 

（kg/m）（kg/m）
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265

69.8

360

外径B 長さ範囲

角形鋼管柱 角形鋼管柱

余長≧e（はりB） 

ＮＤコア
ＮＤコア

※3

ND150～ND200 ND250～ND350

単位質量

公差(mm) (mm) (mm) 公差

JIS G 3136

SN490B 

余長≧e（はりB） 
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工事名称

縮尺
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矢野 孝義

一級建築士
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アスカ・村林特定建築設計共同企業体
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監理者
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余長≧e（はりB） 

SN490B 

JIS G 3136

公差(mm)(mm)(mm) 公差

単位質量

ND250～ND350ND150～ND200
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※3

ＮＤコア
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余長≧e（はりB） 

角形鋼管柱角形鋼管柱

長さ範囲外径B

※1
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部材記号
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Ｂ
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H-294Ｘ200Ｘ8Ｘ12

H-244Ｘ175Ｘ7Ｘ11

H-194Ｘ150Ｘ6Ｘ9

4-1．ND150～ND200

4．NDコア最小長さｌと余長e

２．ＮＤコアの形状および寸法

１．表の見方

３．注意点

・余長：ＮＤコア小口面から はりフランジ端面までの距離

・NDコア長さL：NDコアの長さ

※1　記載の無い場合は25mmとする。記載がある場合、数値以上の余長を確保する。

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応。

※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため、はり取付時はグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること。

※2　コラムとの食い違い防止のため、NDコアの外径Bを基準寸法としている。

L≧ｌ（はりB）

余長≧e（はりA） 

はりB

L≧ｌ（はりA）かつ

余長≧e（はりA）

はりA
L≧ｌ

余長≧e

はり

余長≧e 

・最小余長e：確保する余長の最小値

・最小長さｌ：柱はり組合せで決まるNDコアの最小長さ

・はり材：400N級（SS400、SM400、SN400B・C等）のJIS G 3192記載のH形鋼

・柱材：BCR295およびSTKR400の冷間ロール成形角形鋼管

使用する柱（横軸）、はり（縦軸）を選択し、NDコアの必要最小長さｌと余長の必要最小寸法e　 を確認する。

・ＮＤコアの標準的な納まり等は、｢NDコア設計・施工標準仕様書【基本仕様編】｣に記載している。

・組合せ表の最小長さｌ、最小余長eは、はりの短期降伏耐力をはり全断面を有効として設定している。
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ること。

コア設計・施工標準仕様書【柱・はり組合せ編】」と合わせて使用す

角形鋼管柱・H形鋼はり接合工法

・本紙は、「NDコア設計・施工標準仕様書【基本仕様編】」および「ND

（財）ベターリビング評定　CBL SS005-14(平成27年1月15日付)

※4

ＮＤコア設計・施工標準仕様書  【柱・はり組合せ編・別表  2/2 はり中広幅】

履歴

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

矢野 孝義

一級建築士

登録第242755号

管理建築士

総合設計株式
会社

アスカ・村林特定建築設計共同企業体
完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

日付

村林建築設計事務所

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

A1  NON
A3  NON

ＮＤコア設計・施工標準仕様書（３）

構-14ファイル名

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士 2020-022

代表設計者

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

設計者

一級建築士大臣登録第177256号

村林弘章

本図(仕様書)に記載された事項は、構造関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄 構造設計一級建築士

サンベース株式会社一級建築士事務所
一級建築士 第345781号
構造設計一級建築士第9987号　　中田謙一
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履歴

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

矢野 孝義

一級建築士

登録第242755号

管理建築士

総合設計株式
会社

アスカ・村林特定建築設計共同企業体
完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

日付

村林建築設計事務所

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

A1  NON
A3  NON

ハイリングⅢ工法設計施工標準

構-15ファイル名

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士 2020-022

代表設計者

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

設計者

一級建築士大臣登録第177256号

村林弘章

本図(仕様書)に記載された事項は、構造関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄 構造設計一級建築士

サンベース株式会社一級建築士事務所
一級建築士 第345781号
構造設計一級建築士第9987号　　中田謙一

国土交通大臣認定：ハイリング　MSTL-0234,0477,0480,0515 2019年5月
国土交通大臣認定：ＳＰスティック　MSTL-0451鉄骨ばり貫通孔補強　ハイリング  工法設計施工標準
日本建築センター評定：BCJ評定－ST0095

※1
４．設計 ７．工場加工ハイリング：HFW490（SN490B同等）またはSN490B規格１．材質

※2 ハイリング,SPスティックを用いて補強した有孔部の耐力が、孔位置に生じる応力を上回ることの確認が必要。 ７－１．施工指針ＳＰスティック：HFW490rm（SN490B同等）
ハイリングの施工に関する指針は以下の通りとする。※2：国土交通大臣認定取得材（MSTL－0451）※1：国土交通大臣認定取得材（MSTL－0234,0477,0480,0515） ５．適用範囲及び適用規定
本標準図に規定される以外の事項は、『鉄骨工事技術指針』、『建築工事標準仕様書（JASS6）』、

2項　目 規　定２．型式・形状・寸法 『建築構造用高性能590N/mm 鋼材(SA440)設計・溶接施工指針』等、関係基準・指針による。

S造 SRC造構造種別Ｒタイプ、Ｂタイプ（ハイリング） ７－２．溶接材料20°
はりの鉄骨断面 H形断面 H形断面d2

「鉄骨工事技術指針・工場製作編(2007改訂)」（日本建築学会）等の指針に規定されるはり材と
d1 補強タイプ Rタイプ、Bタイプ、R+Sタイプ、Sタイプ Rタイプ、Bタイプ30° 2

ハイリング・SPスティック（490N/mm 級）で強度ランクの高い方の材料に適した溶接材料を使用する。d
貫通孔径（d） φ100～φ600 φ100～φ600

aA A 2 2 2
400Ｎ/mm 級　490Ｎ/mm 級　520Ｎ/mm 級 ７－３．予熱2B部 2b

s

T 溶接方法 SA4402 2はり材質 400Ｎ/mm 級　490Ｎ/mm 級
550Ｎ/mm 級　590Ｎ/mm 級　

鋼材の種類や板厚により、必要に応じて適切な条件を選定する。
被覆アーク溶接 100℃以上

（段部）1.5 鉄骨のはり成（D） 2400mm以下 1200mm以下 ただし、はりウェブ鋼種がSA440の場合の予熱は右表を目安とする。d3
ガスシールドアーク溶接 60℃以上

※1 予熱の範囲は、溶接線の両側100mmの範囲とする。塑性化領域　への貫通孔 2ヶ所まで（ただし、貫通孔径の合計は2/3D以下） 1ヶ所までA-A断面 B部詳細 気温が5℃以下の場合は、上記+25℃の予熱温度とする（単位：mm）
※1

鉄骨はりウェブの幅厚比 95以下（塑性化領域　では部材種別FA・FBのみ） 95以下 ７－４．ハイリング・SPスティックの鉄骨ばりへの取付け適用ウェブ 鉄骨ウェブ 内径 幅 フランジ厚 外径 質量
d1 ａ貫通孔径 型式 採用d2

(kg)※2 d3d bs厚範囲 下孔径 Ｔ 鉄骨のウェブ厚（tw） 32mm以下 32mm以下※1 （１）はりウェブの孔あけ （２）位置決め
5.5-19 φ140100R 22 8.5 115 130 150 5.5 1.1 鉄骨はり成(D)とフランジ幅(B)の比 D/B≦8 D/B≦8

φ100 100
8.5-29 φ145100B 32 12 114 135 155 8.5 1.7

鉄骨はり成(D)とRCはり成(Drc)の比 － D/Drc≧0.37 罫書き
5.5-19 φ165125R 25 10 139 155 175 5.5 1.4

0.7以下かつRCはり成の0.4以下φ125 125 孔径比（d/D） 2/3以下 ※1 はりウェブ はりウェブ8.5-29 φ175125B 32 14 145 165 185 8.5 2.5 （塑性化領域　　ではRCはり成の0.28以下とする）

5.5-19 φ195150R 25 10 169 185 205 5.5 2.0 梁端～ D 1 はりフランジ はりフランジLh≧ max ,100 ＋ dφ150 150 RCはり成(Drc)の0.4倍以上※2 12 2孔中心距離（Lh）φ205150B 9-31 36 14 172 195 215 9 3.5

補強タイプ 孔の許容差大ばりの塑性化領域の場合： ※35.5-19 φ225175R 25 10 199 215 235 5.5 2.6
1 2φ175 1 2175 Rタイプ,Bタイプｄ 3D D ｄ 3Rタイプ D-d SPスティックe≦ ハイリングかつ e≦ -0,+4mmD-de≦ かつ e≦ -(tf+rf+5)-　 -(tf+rf+5)-　φ230175B 9-31 36 18 200 220 240 9 4.5 2 3 R+Sタイプ2 3 22 2 2

Bタイプ 21φ250200R 6-21 25 12 225 240 260 6 3.1 Sタイプ ±2mmただしd≧　 Dではe=03e≦それ以外： （D-2(tf+rf+5)-d　) ハイリング・SPスティックの取付け位置に罫書きを入れる。φ200 200 32
φ260200B 9-31 40 18 227 250 270 9 5.9 ハイリング・SPスティックの取付け位置を SPスティックは1つの貫通孔に2つ、同一はりウェブ面に大ばりの塑性化領域の場合：

偏心量（e）φ275225R 6-21 25 12 250 265 285 6 3.5 d 31 2 D 取付ける。取付け時はSPスティックの取付目印（突起）が確認し、はりウェブに孔をあける。
D-dφ225 e≦225 かつ e≦ -(tf+2a1+25)-   -S

22 3R+Sタイプ 2φ290225B 9-31 40 20 259 280 300 9 7.5 はりフランジ側になるように取付ける。－ ハイリングを取付ける下孔まわりのバリ、
d 3D

e≦ -(tf+2a1+25)-   -Sそれ以外：7.5-26 φ300 SPスティックの設置許容差は（7）参照。250R 28 12 272 290 310 7.5 4.1 溶接面の水分、ゴミ等は適切な方法で除去する。22
φ250 250

tf:はりフランジ厚φ320250B 10-32 45 22 286 310 330 10 9.9 dD
rf:フィレット部半径 Sタイプ e≦ -(tf+2a1+25)-   -S 溶接姿勢は下向きとする。（4）本溶接（３）組立溶接－2(ビルドHの場合は脚長) 2

7.5-26 φ325275R 28 12 297 315 335 7.5 4.4
φ275 275 ハイリング SPスティック ハイリング

P≧1.5dかつP'≧20mm P≧3.0dかつP'≧20mmφ340275B 10-32 50 24 304 330 350 10 11 ハイリング
ただし連続する孔の径が異なる場合はただし連続する孔の径が異なる場合は

φ350300R 8-28 28 12 322 340 360 8 4.8
径の平均のdをとる。φ300 径の平均のdをとる。300 組立溶接完了後、はりを反転し、はり

φ370300B 11-32 55 26 331 360 380 11 14 またP'とは隣接するハイリングの最大またP'とは隣接するハイリングまたはＳＰ隣接する孔の最小ピッチ 組立溶接 ウェブとハイリングの本溶接を行う。
φ400350R 8-28 32 14 370 390 410 8 6.3 外径のあきの寸法で次式にて示す。スティックのあきの寸法を示す。

φ350 350 本溶接は、a以上ウェブ厚tw以下とする。d d d d3A 3B 3A 3Bφ425350B 11-32 60 28 384 415 435 11 19 （例）ハイリング同士の場合 P'= P- - P'= P- -
2 2 2 2 溶接は、段部が隠れるまで溶接する。

φ455400R 8-28 32 14 425 445 465 8 8.0
ハイリング(またはSPスティック)端～φ400 400 20mm以上 20mm以上 （6）検査参照。
ガセットプレートなどの端までの距離(G)φ480400B 11-32 62 30 439 470 490 11 24
梁に設計用軸力が作用する場合 ※4 軸力範囲：-0.25Ny～+0.25Ny（Ny：はりの軸耐力）φ525450R 10-32 50 22 487 515 535 10 19
補強パターン1：ハイリングのみ 補強タイプ：Rタイプ、Bタイプ　　孔径比(d/D)：1/2以下 適用不可φ450 450

φ550450B 14-32 74 38 505 540 560 14 41 塑性化領域：適用不可 　　　部材種別：FA・FBのみ　   補強パターン2：ハイリング＋PL補強

SPスティックハイリングSPスティック端～ SPスティックφ575500R 10-32 50 22 537 565 585 10 21 0mm以上フランジスプライスプレートの距離(G') SPスティック－φ500 500
40 15 52φ610 75500B 15-32 600565 620 ※1 塑性化領域：梁端部から0.1L以内または鉄骨はり成（SRC造の場合はＲＣはり成）の2倍以内の範囲（大きい方、L=はり内法長さ） 組立溶接は、1パスとし下表による。

SPスティックのはりフランジ側以外のただし、シアスパン比（L/D）が6以下の場合は梁端部から0.1L以内または鉄骨はり成の1倍以内の範囲（大きい方）
φ630550R 10-32 55 22 589 620 640 10 27 はりウェブ鋼種がSA440の場合は、サイズは6mm

※2 耐力確認により本規定以上の寸法が必要な場合がある。φ550 550 面をはりウェブと隅肉溶接する。
54φ655 40 645 15665550B 15-32 75 610 ※3 SRC造では貫通孔の縁あきedを180mm以上確保し、貫通孔縁における梁主筋の適切なかぶり厚さを確保する。 以上で長さ50mm以上とする。 溶接端部はSPスティックのR部付け根

※4 補強パターンは設計者にてご確認の上、選択ください。補強パターン１の場合は軸力負担を考慮した有孔部断面で検討する。φ680600R 10-32 55 22 639 670 690 10 29
以上まで溶接する。組立溶接 SPスティックハイリングφ600 600

補強パターン2の場合は軸力負担可能な断面を有するプレートにて貫通孔部を補強するものとし、補強プレートの貫通孔中央部断面が 溶接面φ700 40 690 5715600B 15-32 71065080
箇所数 2～4ヶ 2ヶ軸力負担可能な断面積を有するよう設計者にて検討するものとする（センクシアでは補強プレートの設計、手配は行わない）。 溶接サイズは、a1以上かつa1の1.5倍以下

※1：応力検討等にて上記型式で対応できない場合は、別途お問い合わせください。

脚長※2：内径dが600を超える場合は、別途お問い合わせください。 4～6mm程度 4mm程度 とし、溶接目安が隠れるまで溶接する。
（単位：mm） G G GLh P'

ビード長さ 40mm以上 40mm以上 （6）検査参照。
標準孔径 適用ウェブ 適用可能 質量 B1S 造 d3

tb型式 B1 S a1 採用B2Sタイプ （SPスティック） (kg)厚範囲 貫通孔径ｄ ※1
（5）余盛

φ100 φ50-100 150100S 100 14 8 0.3212 SPスティック
ハイリング

ハイリング SPスティック175 15 7 0.40φ125 φ101-125125S 125 12 de D はりウェブ
はりウェブ余盛高さhは、段部が隠れた 余盛高さhは、隅肉サイズa1のφ150 15150 0.54150S 14 7φ126-150 205 d

状態で3mmを標準とし、許容差 0.6倍以下とする。
余
盛
h

φ175 φ151-175 175175S 14 7235 0.6816

±3mmとする。
8 1.0φ200 φ176-200200S 16260 200 21 G'

d3Ｐ
8φ225 φ201-225225S 285 225 0mm以上16 21 1.2 （6）検査

32以下 （7）設置許容差（SPスティック）
溶接部の検査は、目視による外観検査とする。9310 1.8φ250 φ226-250 250 2320250S 塑性化領域

9 1.9335φ275 φ251-275 275 2320275S ハイリング SPスティック
注意

※１G 長さサイズPφ300 e2300300S 10φ276-300 360 23 27 2.6 Lh rfSRC造
ハイリング 端部目印無用 端部目印有用

SPスティックφ350 350 30350S 410 10φ326-350 3.625
SPスティックはり

ウェブ可φ400 30φ376-400400S 400 10465 4.628 e
1

aeφ450 535 35450 30450S 11φ426-450 6.4
はりウェブa

1

D D
r
c

※1：2ヶ分の質量 d d はりフランジ 端部目印 （a）はりフランジとの隙間e1 （b）中心のズレe2

R部付け根ハイリング SPスティック rfmm≦e1≦25mm e2≦10mm（ハイリング+SPスティック）R+Sタイプ （単位：mm）
３．補強パターン（S造用）

はり使用金物適用ウェブ 鉄骨ウェブ
貫通孔径 型式 ウェブ SPスティックSPスティックハイリング厚範囲 下孔径 はり はり はりフランジae

d

d P' d ＳＰスティックはハンチ3A 3Bウェブ5.5～19φ100 φ140100R+S 100R 100S ウェブ はりフランジ
SPスティック 部分に取り付けることは 必要溶接サイズａを

Ｒ部付け根まで溶接されていない5.5～19 φ165φ125 （2ヶ）125R+S 125R 125S 塑性化領域 不 確保できていない出来ません。 はりウェブ（注）RC部分の検討が別途必要。 a
1

※１ e
4

端部目印 SPスティック5.5～19 ハイリングφ150 φ195 150R150R+S 150S e
3可

必要溶接サイズａ1６．高さの納まり適用範囲 はり5.5～19φ175 175R175R+S 175Sφ225 を確保できていないハイリング ウェブ はりウェブ

φ200 φ250200R+S 200S200R6～21 ar
3

r
3

はり ※偏心の際は、 はりフランジRタイプ,Bタイプ Sタイプ フランジ rf rf rfr
1

r
1

段部が隠れるまで溶接φ225 φ275225R+S 225R 225S6～21 偏心量eを考慮のこと （c）傾きe3 （d）はりウェブとの隙間e4
端部目印まで溶接されていないされていない

はり7.5～26 φ300φ250 250R+S 250R 250S e3≦3mm e4≦3mmはり SPスティック（2ヶ） ウェブ ※１　ＳＰスティックは納入時期により端部目印が無い場合があります。ウェブ SPスティック r
2

r
2

7.5～26φ275 φ325275R+S 275R 275S Rタイプ R+Sタイプ Sタイプ 注意：連続孔の場合は、ハイリングを同じ向きで溶接するとはりが歪む場合があります。
Bタイプハイリングφ300 φ350 300R300R+S 300S8～28 A部拡大図ハイリング

横浜：ＴＥＬ.０３-４２１４-１９４５ 中四国：ＴＥＬ.０８２-２４０-１６３０東京：ＴＥＬ.０３-４２１４-１９２８rf:フィレット部半径r1：rf+5mm以上（ハイリング外径～はりフランジ）A部φ350 φ400 350R350R+S 350S8～28 ※Sタイプは小ばり・片持ばり
中部：ＴＥＬ.０５２-５８２-３３５６札幌：ＴＥＬ.０１１-７０８-１１７７ 九州：ＴＥＬ.０９２-４５２-０３４１(ビルドHの場合は脚長)r2：25mm以下（SPスティック端～はりフランジ）=e1のみ適用可

φ400 センクシア株式会社φ455400R+S 400R 400S8～28
a1:SPスティック溶接高さただし、フィレットrfに干渉しないこと※SRC造はRタイプ、Bタイプ 北陸：ＴＥＬ.０７６-２３３-５２６０東北：ＴＥＬ.０２２-２１３-５５９５

φ450 のみ適用可450R450R+S 450Sφ52510～32 r3：2a1mm以上（SPスティック端～はりウェブ下孔径）R+Sタイプ 関東：ＴＥＬ.０２７-３２２-９４１１ 関西：ＴＥＬ.０６-６３９５-２１３３
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履歴

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

矢野 孝義

一級建築士

登録第242755号

管理建築士

総合設計株式
会社

アスカ・村林特定建築設計共同企業体
完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

日付

村林建築設計事務所

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

A1  NON
A3  NON

ボーリング位置図

構-16ファイル名

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士 2020-022

代表設計者

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

設計者

一級建築士大臣登録第177256号

村林弘章

本図(仕様書)に記載された事項は、構造関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄 構造設計一級建築士

サンベース株式会社一級建築士事務所
一級建築士 第345781号
構造設計一級建築士第9987号　　中田謙一
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履歴

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

矢野 孝義

一級建築士

登録第242755号

管理建築士

総合設計株式
会社

アスカ・村林特定建築設計共同企業体
完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

日付

村林建築設計事務所

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

A1  NON
A3  NON

深 Ｎ 標準貫入試験
土　質

度 値
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深 Ｎ 標準貫入試験
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構-17

ボーリング柱状図

ファイル名

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士 2020-022

代表設計者

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

設計者

一級建築士大臣登録第177256号

村林弘章

本図(仕様書)に記載された事項は、構造関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄 構造設計一級建築士

サンベース株式会社一級建築士事務所
一級建築士 第345781号
構造設計一級建築士第9987号　　中田謙一
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本社設計部　様式第30-21-03-1507

履歴

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

矢野 孝義

一級建築士

登録第242755号

管理建築士

総合設計株式
会社

アスカ・村林特定建築設計共同企業体
完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

日付

村林建築設計事務所

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

A1  NON
A3  NON

1．適用図書 7．品質検査

            quｌ ： 室内平均強度

2．改良仕様

(2) 改良形式  ：地盤改良伏図にて表示

　　

(4) 改良体下端 ：地盤改良伏図にて表示

(3) 施工品質の安全性が確保できる施工管理機器を備えた施工機械を用いる。

３．施工

工事に先立ち、施工計画を提出すること。施工計画書には次の事項を明記すること。

1）工法概要　　　　　　　　　　　　　　　　6）施工方法（施工ﾌﾛｰ・改良体造成・施工順序等）

2）工事概要　　　　　　　　　　　　　　　　7）施工管理（工程管理・管理ｼｽﾃﾑの概要等）

６．配合管理

αfl

(2)　室内配合強度

室内配合試験に用いる試料を改良対象層より採取し、土質試験により物理特性を把握した上で、その結果に応じて適切な固化材種類、水/固化材比を選定する。

(1)　事前調査

種類・実施工での添加量を決定する。

Xｌ = 

(2)施工計画書 

５．固化材

(1) 使用する固化材は、セメントまたはセメント系固化材とし、建築工事において実績のあるもので、本工事の地盤条件に適合したものとすること。

(2) 施工に先立ち、原料土の室内配合試験を行い、適切な配合条件（固化材種類、固化材添加料、水／固化材比、等）を設定すること。

5）使用機械（施工機・使用機械構成等）　　 10）安全対策

４．施工計画

(1) 施工業者

・使用する工法の開発会社と施工会社は同一会社とし、協会員、仲介業者等による施工は認めない。

・本工事の施工は、(財)日本建築総合試験所「性能証明」等の公的機関の認証を得た工法とすること。

11）性能証明書（施工会社の会社名が記載されていること）

(2) 設計の要求を確保するため、撹拌装置には固化材スラリーを効率よく充填するための排土板と共回を防止する不動翼を装着した撹拌装置を用いること。

深層混合処理工法　特記仕様書

改良仕様について、地盤状況、施工状況により変更した方が適切と判断される場合は、その根拠となる計算書等を提出し、設計監理者の承認を得ること。

（以下、改良地盤指針）」による。

(1) 本工事の施工は、「コラムZ工法」の施工手法に準拠すること。

(1)検査対象層：

設計対象層：

設計対象層を基本として、全ての地層を検査対象層とする

(3)コア採取率

(4) 供試体材齢

原則として、材齢28日で一軸圧縮試験を行なうこと。

(5) 強度の算定

8．施工管理

(1)　本工法の施工管理は、次表による。

(2)　改良天端に施す地業の方法については監理者の指示による。

管理項目 内容 管理手法

固化材

寸法・形状

掘削撹拌混合

支持地盤

掘削深度

改良径

材料の計量

スラリー比重

スラリー吐出量

掘進・引上げ速度

回転数

改良体芯

掘進速度

トルク値

ロッド長さ・施工管理装置（深度計）

攪拌装置の形状測定

プラント（重量計）

マッドバランス

施工管理装置（流量計）

施工管理装置（深度計・速度計）

施工管理装置（回転計）

コラム中心のズレを測定

施工管理装置（深度計・速度計）

施工管理装置（トルク計）

9．管理基準を超えた場合の措置等

(1)　改良体の芯ずれが許容値を超えた場合、監理者と協議の上、設計検討を行い、安全であると判断される場合には、設計図書で示された仕様を満足している

　　ものとする。 

材齢28日における圧縮強度試験結果が下記の式を満足していることを確認する。合否の判定は、Ｎ箇所（抜取り箇所）の一軸圧縮強さの平均値XNと

合格判定値XLの大小関係を比較することで行なうこと。

XN ：Ｎ箇所の一軸圧縮強さの平均値　（ｋN/㎡ ）

XL ：合格判定値　（ｋN/㎡ ）

Fc ：設計基準強度　（ｋN/㎡ ）

ka ：合格判定係数　（下表による）

σd ：設計で想定したコア強度の標準偏差 σ ＝Vd・qud    （ｋN/㎡ ）

N：検査対象層の抜取り箇所数（抜取り箇所：3個の供試体を採取した箇所）

(6) コア抜き後の欠損部分には、本工事で要求されている強度以上のソイルセメント、あるいはモルタル等を充填すること。

９～７～８４～６３２１

1.9 1.7 1.6 1.5 1.4 1.3

抜取り箇所数 Ｎ

合格判定係数 ka

抜取り箇所数と合格判定係数 ka

qud ：想定した平均一軸圧縮強さ　（ｋN/㎡ ）

XN ≧XL ＝ Fc　＋ｋa ･σd

コア採取率は、全長に対して砂質土95％、粘性土90％以上、1m毎のコア採取率は、砂質土90％、粘性土85％以上を目安とすること。

(2)　改良下端深度が想定と異なる場合、設計検討を行い安全であると判断される場合には、設計図書で示された仕様を満足しているものとする。

(3) 改良体天端 ：地盤改良伏図にて表示

3）工程表 　　　　　　　　　　　　　　　　 8）品質出来形管理（品質管理・出来形管理等）

4）現場組織表　　　　　　　　　　　　　　　9）環境保全対策

Xf

            quｆ ： 現場平均強度

ここに、 Xｌ  ： 室内配合強度

Xf   :  配合強度

αfl  ： （現場/室内）強度比・・・・・（quf/qul）

室内配合強度Xlは、（現場/室内）強度比の関係αflから次式により決定する。

(2)検査箇所数

　本工事は、本特記仕様書によるほか、「改訂版 建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針、平成１４年１１月、（財）日本建築センター

(5) 改良体直径　：1000mm

全長ボーリングコア試験：100コラムに1箇所以上、かつ1検査対象群に1箇所以上

頭部コア試験：100コラムに1箇所以上、かつ1検査対象群に1箇所以上

　事前に室内配合試験を行ない、現場目標強度・実績データに基づく（現場/室内）強度比・改良対象土の物理的特性・化学的特性等を考慮して固化材の

Vd：想定した強度の変動係数（0.25）

「コラムZ工法」スラリー系機械撹拌式深層混合処理工法　(財)日本建築総合試験所性能証明（GBRC 性能証明 第12-26号 改）

(1) 設計基準強度 ：Fc=1600kN/㎡

盛土（シルト質砂）、シルト質砂

盛土（シルト質砂）

 qud  ＝Ｆc／（1－1.3･Ｖd ） ＝ 1600／(1-1.3・0.25) ＝2370.4kN/㎡

改良土の六価クロム溶出試験実施要領（案）」による。

　また、室内配合試験時に六価クロム溶出試験を行い、環境庁告示第46号の基準値を満足するような固化材を選定すること。

　試験方法、試験個数等に関しては、（平成12年3月24日付け建設省技調発第49号建設省営建発　第10号）の2に定める「セメント及びセメント系固化材を使用した

コラムZ工法特記仕様書

構-18ファイル名

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士 2020-022

代表設計者

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

設計者

一級建築士大臣登録第177256号

村林弘章

本図(仕様書)に記載された事項は、構造関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄 構造設計一級建築士

サンベース株式会社一級建築士事務所
一級建築士 第345781号
構造設計一級建築士第9987号　　中田謙一
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改良杭伏図

深層混合処理工法仕様

履歴

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

矢野 孝義

一級建築士

登録第242755号

管理建築士

総合設計株式
会社

アスカ・村林特定建築設計共同企業体
完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

日付

村林建築設計事務所

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

改良杭伏図

構-19
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A3  1:200
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サンベース株式会社一級建築士事務所
一級建築士 第345781号
構造設計一級建築士第9987号　　中田謙一

試験杭で得られた貫入抵抗値（トルク等）を参考に

支持層までの到達を確認する事。

※改良先端深さは、ボーリング柱状図からの想定である。

そのため、実際の施工時には各杭において

長期地耐力：Lfe=250kN／㎡

工法：コラムZ工法(同等）

設計基準強度：Fc=1600kN／㎡

改良杭先端：設計GL-9.00m

改良杭径　： φ1000mm 

改良杭長　：8.13m

改良杭本数：84本

改良杭天端：設計GL-0.87
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アスカ・村林特定建築設計共同企業体
完成図承諾

監理者
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完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

日付

村林建築設計事務所

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事
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ファイル名

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士 2020-022

代表設計者

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

設計者

一級建築士大臣登録第177256号

村林弘章

本図(仕様書)に記載された事項は、構造関係規定に適合することを確認した。
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※部分詳細をS-35に示す
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特記なき限り以下の通りとする

2.柱ジョイント位置　GL+1,000

3.寸法の記載無き 間柱は均等ピッチとする

1.大梁・片持ち梁ジョイント位置　柱面+800以上

軸組図（５）

構-28

▽
柱

面

175

▽
柱

面

△
柱

芯

175

80
0

▽RG天1(水上)

△RG天1(水下)1
00

82
0

7
20

2,800 2,800

▽
棟

位
置

ファイル名

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士
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設備設計一級建築士 2020-022

代表設計者

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

設計者

一級建築士大臣登録第177256号

村林弘章

本図(仕様書)に記載された事項は、構造関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄 構造設計一級建築士
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特記なき限り以下の通りとする

2.柱ジョイント位置　GL+1,000

3.寸法の記載無き 間柱は均等ピッチとする
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構造設計一級建築士
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構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士 2020-022

代表設計者

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

設計者

一級建築士大臣登録第177256号

村林弘章

本図(仕様書)に記載された事項は、構造関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄 構造設計一級建築士
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管理技術者
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（施工者名）
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多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

A1  1:100
A3  1:200

5,600 5,600 5,600 5,600 5,600

28,000 1,9451,945

▽
柱

芯

▽
柱

芯

▽
柱

芯

▽
柱

芯

△
壁

芯

▽
壁

芯

X1 X2 X3 X4 X5 X6

A3:S=

A1:S=

1/200

1/100

A3:S=

A1:S=

1/200

1/100

6
00

3
,6

6
0

3,
5
00

4
,5

0
0

16
0

▽2FL

△2G天

▽1FL

▽GL

▽RG天

4
,
34

0

8
,
60

0
4,

65
0

13
,
25

0

▽最高の高さ

60
0

3,
6
60

3
,
50

0
4,

5
00

1
6
0

▽2FL

△2G天

▽1FL

▽GL

▽RG天

4
,3

4
0

8
,6

0
0

4
,6

5
0

1
3
,2

5
0

▽最高の高さ

1
00

10
0

1C1 1C1

SB1 SB1

CG45

Y9通り軸組図

Y10通り軸組図

CG45

1C1

2C1 2C1

1C1

SB1 SB1

G59 G59

2C1 2C1

特記なき限り以下の通りとする

2.柱ジョイント位置　GL+1,000
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本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
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代表設計者
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設計者
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村林弘章

本図(仕様書)に記載された事項は、構造関係規定に適合することを確認した。
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土間下地盤改良

6
00

10
0

注）特記無き限り、内蔵Ｈ形鋼材質SS400　
注）特記無き限り、砕石厚100  捨てコン厚50

特記

上・下端筋

内蔵Ｈ形鋼

B x D

位置

符号

基礎リスト

D13-@200タテヨコ

全断面

土間下不陸調整砕石 t=50、土間下地盤表層改良 t=600

　スラブリスト

記号 厚
位

置 柱列帯
端　部 中　央

主　筋　（短辺方向） 配力筋　（長辺方向）

柱間帯
柱列帯

端　部 中　央

土間 150 全 D13@200 D13@200

DS1 山上80 全 D10@200 D10@200

備考

特記なき限り、以下の通りとする

　共試体 3 個以上，Fc=0.15N/mm2以上を確認のこと
　改良範囲 H=600，セメント系固化材:添加量 60kg/㎡
3.土間下地盤改良
　　　 D19～：SD345
2.鉄筋 ～D16：SD295A
1.コンクリート：Fc＝21N/mm2

柱間帯

　配筋詳細図　S=1/30

履歴 完成図作成 完成図承諾 工事名称 図面番号 管理建築士（施工者名）

アスカ・村林特定建築設計共同企業体
日付 日付 多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事
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0

10
0

1
5
0

▽
柱

芯

82
0

72
0

△
柱

芯

1
5
0

10
0
5
0

82
0

72
0

1
00

構-31

差筋：D13@200

6
0
0

D10@200 D10@200

D10@200 D10@200

上筋

下筋
接合方法:ｽﾀｯﾄﾞﾎﾞﾙﾄφ16　L=100@300

1.記載無き寸法は意匠図を参照とする

1-D13

D13@200(S)D13@200(D)

1-D13

D13@200(S)

5
00

5
0

D13@200(D)

良質土埋戻し転圧

▽1FL ※

5
0

※スロープ勾配は意匠図による

スロープ配筋図階段部配筋図

ファイル名

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士 2020-022

代表設計者

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

設計者

一級建築士大臣登録第177256号

村林弘章

本図(仕様書)に記載された事項は、構造関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄 構造設計一級建築士
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240

△
壁

芯

120 120

D10@200
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0

200

700

3
5
0

地盤改良

D10@200

D10@200

2-D13

1-D10

2
00

15
0

2-D13

1,700(有効)

サンベース株式会社一級建築士事務所
一級建築士 第345781号
構造設計一級建築士第9987号　　中田謙一

D13@200(D)

D13@200(D)
良質土埋戻し転圧

1
8
0

18
0

200

不陸調整砕石
5
0

5
0
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00

1
5
0

D13@200
D10@200

D13@200

55
0

土間コンクリート段差配筋図

※

1-D13

1
5
0

※印は、意匠図による

D13@200 ﾀﾃﾖｺ ｼﾝｸﾞﾙ

D13@200 ﾀﾃﾖｺ ｼﾝｸﾞﾙ

不陸調整砕石

50

※

1-D13

200

58
0

4
7
0

KC1 KFG

:12-D22
:□-D13@100

Dx×Dy
主筋
フープ

腹筋

下端筋
上端筋
Dx×Dy

ｽﾀｰﾗｯﾌﾟ
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5
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50 50
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500500

KF1

:300×600
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D
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▽GL ▽GL
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▽GL
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▽GL

(SS400)
A.BOLT　4-M20(L=500) 底
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筋

･
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ｶﾏ
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･ﾊｶﾏ筋　6-D13
底盤筋
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　　柱リスト

注）特記無き限り　部材は SS400 材とする。 鉄骨構造標準接合部委員会　SCSS-H97
大梁リスト

注）添え板及び G.PL の材質は鉄骨主材材質に同じとする 建設省住宅局建築指導課　監修

大梁継手標準
［細幅シリーズ、中幅シリーズ］ ［中幅シリーズ］

Ｂ≦250 Ｂ＝３００

10 10 10

t t t

404
0

4
0

t

D D D×
N

×
N

×
N

6
0
～

1
20

6
0
～

1
20

C 6
0
～

1
20

t t C40 40

t

4
0

40 90 40 g 4060 90 6040
40 90 40 40 g 40E B E

E B

A
A 45×M 10 45×M

60×M 10 60×M 40 4040 40
40 4040 40

フランジ幅シリーズ g

4
0

125 75gg B B

150 90

4
0

175 105

3
5

C
/2

200 120C C40

C
/
2

3
5 その他 120

フランジＨＴＢ ウェブＨＴＢ添板外フランジ 添板内フランジ 添板ウェブ
（Ｆ１０Ｔ） （Ｆ１０Ｔ）階 符　号 位　置 部　　材 備　 　考
数量 径 数量 ｔ Ａ Ｂ 数量 ｔ Ａ Ｃ 数量 径 数量 ｔ Ｄ Ｅ

ダイヤフラム取合い要領

３
ｍ

ｍ
以

上

３
ｍ

ｍ
以

上

注）特記なき限り角形鋼管柱部材はBCR295材とする

　　その他の柱はSS400とする

　　柱符号は、軸組図も参照の事

符 号 2C1

2F

部 材

符 号 1C1

1F 部 材

備　考 SB固定柱脚工法

特記なき限り下記による

・角形鋼管柱部材はBCR295材とする

・その他の柱、間柱はSS400・STKR400とする

・ダイヤフラム、ベースプレートはSN490C材とする（内ダイヤフラムはSN490B材）

・ダイヤフラム厚は、取付く梁フランジの最大厚より+6mm以上とする

・国土交通省 告示1464号「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」

　を遵守すること

・柱と大梁の剛接合部はノンスカラップ加工とする

λx= 59.9 λy= 59.7

λx= 36.0 λy= 37.0

履歴 完成図作成 完成図承諾 工事名称 図面番号 管理建築士（施工者名）

アスカ・村林特定建築設計共同企業体
日付 日付 多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

一級建築士
管理技術者 監理者株式 図面名称 縮尺

登録第242755号村林建築設計事務所総合設計会社
担当者 担当者 矢野 孝義

□-350x350x12

□-350x350x12

屋根2 全断面G60 H-600x200x11x17 24 M20 2 PL-12 410 200 4 PL-12 410 80 M20 2 PL-9 440 29016

全断面 H-300x150x6.5x9 16 M16 2 PL-9 290 150 4 PL-9 290 60 6 M16 2 PL-6 200 170G30

屋根1

7016　 170260PL-62M206290PL-94175290PL-92M20H-350x175x7x11全断面G35

2F 全断面 H-588x300x12x20G588 32 M22 2 PL-12 440 300 4 PL-16 440 110 14 M22 2 PL-9 440 170

全断面 H-596x199x10x15 24 M20 2 PL-12 200410 4 PL-12 410 80 M20 PL-9 440 1702G59 14

全断面G60 H-600x200x11x17 24 M20 2 PL-12 410 200 4 PL-12 410 80 M20 2 PL-9 440 29016

7016　 170260PL-62M206290PL-94175290PL-92M20H-350x175x7x11全断面G35

片持梁 全断面 H-450x200x9x14 24 M20 2 PL-12 410 200 4 10PL-12 410 80 2M20 PL-9 320 170CG45

全断面 2 PL-12 4 10PL-12 80 2 PL-9 320 170CG440 H-440x300x11x18 32 M22 440 300 440 M22

全断面 H-300x150x6.5x9 16 M16 2 PL-9 290 150 4 PL-9 290 60 6 M16 2 PL-6 200 170

全断面 H-250x125x6x9 24 M16 2 PL-12 410 125 ― ― ― ― 8 M16 2 PL-6 170 290CG25・CB25・B25A

柱・大梁リスト
A1  NON
A3  NON

構-32

CG30･CB30･B30A

製作日

ファイル名

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士 2020-022

代表設計者

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

設計者

一級建築士大臣登録第177256号

村林弘章

本図(仕様書)に記載された事項は、構造関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄 構造設計一級建築士

全断面G60 H-600x200x11x17 24 M20 2 PL-12 410 200 4 PL-12 410 80 M20 2 PL-9 440 29016

サンベース株式会社一級建築士事務所
一級建築士 第345781号
構造設計一級建築士第9987号　　中田謙一

7016　 170260PL-62M206290PL-94175290PL-92M20H-350x175x7x11全断面

KC1

□-150x150x9

構-31に詳細を示す

（STKR400）

全断面 H-250x125x6x9 24 M16 2 PL-12 410 125 ― ― ― ― 8 M16 2 PL-6 170 290外階段 KG25・KCG25 溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上げ

CG35･B35A
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5
0
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N
PL-(1)

＜TYPE-5＞

10 e P e

e
P

P

N(片面)P
P

e

PL-(1)

ボルト２列以上の場合

＜TYPE-6＞

小梁リスト

ボルトピッチ (P)　ボルト穴径・最小縁端距離(mm)

特記なき限り、小梁部材・ガセットPLの材質はSS400とする。

最小縁端距離 (e) ピッチ (P)ボルト
呼び径

穴径 (1) (2) (3) (2)(3)の標準 最小 標準

M16 18.0 40 28 22 40 40 60

M20 22.0 50 34 26 40 50 60

M22 24.0 55 38 28 40 55 60

M24 26.0 60 44 30 45 60 70

・HTBは全て S10T・F10T を使用し、スベリ係数は 0.45 とする。

　亜鉛メッキ箇所のHTBは F8T を使用し、スベリ係数は 0.40 とする。

・本締めに使用するボルトと仮締めボルトの併用はしてはならない。

・ボルト接合面の処理

　締め付け摩擦面は母材においては、平グラインダー掛け、スプライスプレートにおいては

　ショット掛けを行い、黒皮を除去し一様に赤さびを生じさせることとする。

符　号

〔注〕 (1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

(2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離　　　　　　　　　　　　　　　　　

(3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離　　　　　　

TYPE
HTB(S10T) ボルト

部　　材 PL-(1) PL-(2)
数量(N) 径 ピッチ 列ピッチ

備　考

符　号 TYPE
HTB(S10T) ボルト

部　　材 PL-(1) PL-(2)
数量(N) 径 ピッチ 列ピッチ

備　考

2 M12 60 －GPL-4.5縦胴縁

踏板

根太

ササラ桁

階段詳細図参照

PL-6.0

L-65x65x6@450

－ －

－ － － －

－

－

－

－

－

3 M20 60PL-12

－

特記なき限り下記による

・国土交通省 告示1464号「鉄骨造の継手又は仕口の構造方法を定める件」を遵守すること

・鉄骨の屋外露出部は溶融亜鉛メッキ処理(HTB F8T)とする

履歴

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

矢野 孝義

一級建築士

登録第242755号

管理建築士

総合設計株式
会社

アスカ・村林特定建築設計共同企業体
完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

日付

村林建築設計事務所

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

B44 H-446x199x8x12 M20 60 全箇所GPL-9

B34 H-346x174x6x9 M20 60GPL-9 － 全箇所

二次部材リスト
A1  NON
A3  NON

B29 H-298x149x5.5x8

H-250x125x6x92 3 M16 60 －GPL-9 全箇所

B24 H-248x124x5x82 M16GPL-9 3 全箇所

H-300x150x6.5x9

全箇所

3 － 全箇所60M20

M20

2

－

構-33

B30･B30A

B25･B25A

中ボルトC-100x50x20x2.3@606

2 60 －M12GPL-4.5（STKR400） 中ボルト開口補強 □-100x100x2.3

－GPL-9 1 M16 －水平ブレース 1-M16 ターンバックル付，JIS規格品

2 M12 60 －GPL-4.5 中ボルトC-100x50x20x2.3@606内壁下地

柱防錆コンクリート詳細図

緩衝材 t20

補強筋：8-D13

1
25

＋
柱

幅
＋

1
25

125＋柱幅＋125

※範囲はSB梁天端～土間天端とする　　　　　

補強HOOP：D10@150

デッキスラブひび割れ補強 梁上端ひび割れ防止筋(ﾃﾞｯｷｽﾗﾌﾞ)

2-D13

100以
上

40
d

40
d

側柱

D10 @200

注）大梁上部にはひび割れ防止筋を設ける事
Lxは隣接する床の短辺方向距離の長い方とする

600 600
2-D13

100以
上

40
d

40
d

中柱

踏板

ササラ桁

階段詳細図参照

PL-6.0 － －

－ － － －

－

－

－

－

－

3 M20 60PL-12

－

踏板

根太

ササラ桁

階段詳細図参照

PL-6.0 － －

－ － － －

－

－

－

－

－

3 M20 60PL-12

－

屋内鉄骨階段1(玄関ホール)

屋内鉄骨階段2(管理室･控室)

[-250×90×9×13

[-250×90×9×13

屋外鉄骨階段

ファイル名

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士 2020-022

代表設計者

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

設計者

一級建築士大臣登録第177256号

村林弘章

本図(仕様書)に記載された事項は、構造関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄 構造設計一級建築士

PL-19x300

L-45x45x6@300

2 M16 60GPL-6 2 －B19 H-198x99x4.5x7

3 [-125x65x6x8 2 M20 －GPL-9b

H-248x124x5x8 GPL-9B24a 6 M20 80 603+2

GPL-12

80 60

70

M16H-198x99x4.5x7

6

6

6

6B19a GPL-9 80 60

5+2

4+2

3+3

2+2

GPL-9

150

3 2 －b1 [-100x50x5x7.5 GPL-6 M16 60

サンベース株式会社一級建築士事務所
一級建築士 第345781号
構造設計一級建築士第9987号　　中田謙一

全箇所

全箇所

全箇所

2 M12 60 －

2 60 －

母屋

母屋補強

中ボルト

2C-100x50x20x2.3

GPL-4.5

GPL-4.5 M12 中ボルト

C-100x50x20x2.3@455

－1 － ターンバックル付，JIS規格品GPL-9鉛直ブレース

－1 － ターンバックル付，JIS規格品水平ブレース
※屋根2外周部

1-M22 GPL-12 M22

1-M16 M16

スタッドジベル要領図

＜大梁・小梁　共通＞※S1取付き部のみ

Ｂ

ピッチ：デッキ方向＠３００

16φH=100
（シングル）

2 GPL-9 4 M20 60P1 H-350x175x7x11

3 [-125x65x6x8 2 M20 80GPL-9 －

2 602 －HB1 H-200x200x8x12 GPL-9 M20 ヨコ使い

P3

2 GPL-9 M20 60P2 □-150x150x9 2

H-250x125x6x92 3 M16 60 －GPL-9KB25 溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上げ

小梁側
大梁側

PL-9
PL-9

b取付要領

※ボルト仕様はリストを参照とする

小梁側
大梁側

b1取付要領

PL-6
PL-6

※ボルト仕様はリストを参照とする

溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上げ

溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上げ

溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上げ
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履歴

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

矢野 孝義

一級建築士

登録第242755号

管理建築士

総合設計株式
会社

アスカ・村林特定建築設計共同企業体
完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

日付

村林建築設計事務所

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

構-34
A1  1:50
A3  1:100

鉄骨詳細図

ファイル名

証交付番号
構造設計一級建築士
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